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平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

村
間
ヶ
池
の
大
蛇
　（
郡
上
市
白
鳥
）

む
ら

ま

　
江
戸
時
代
、
前
谷
か
ら
石
徹
白
に
通
じ
る
道
の
登
り
口
に
番
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
番
所
に
勤
め
る
役
人
の
子
が
、
た
わ
む
れ
に
東
前
谷
の
山
上
に
あ
る
村
間
ヶ
池

に
鎌
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
穏
や
か
に
晴
れ
て
い
た
空
に
、
黒
い
雲
が
に
わ
か
に
湧
き
で
て

あ
た
り
が
暗
く
な
り
ま
し
た
。
冷
た
い
風
が
狂
っ
た
よ
う
に
吹
き
荒
れ
、
す
さ
ま
じ
い
雨

が
地
面
を
叩
き
ま
し
た
。

　
天
地
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
嵐
に
、

村
人
た
ち
は
恐
れ
お
の
の
い
て
、
狼
狽
す
る

ば
か
り
。

　
こ
の
時
、
奥
明
方
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た

農
夫
が
、
猛
然
と
池
に
飛
び
込
み
、
子
ど
も

が
投
げ
込
ん
だ
鎌
を
池
の
底
か
ら
拾
い
あ
げ

ま
し
た
。

　
男
が
池
か
ら
あ
が
っ
た
と
き
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
荒
天
が
嘘
の
よ
う
に
お
さ
ま
り
、

澄
み
き
っ
た
青
空
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
村
の
人
た
ち
は
、
村
間
ヶ
池

に
鉄
類
を
投
げ
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
戒
め
を
守
り
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
池
は
旱
ば
つ
で
も
涸
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
水
源
が
わ
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
、

ま
た
、
大
蛇
が
棲
み
つ
い
て
い
て
「
蛇
枕
」
と
い
う
も
の
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
と

い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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『長良川源流』〈提供：一般社団法人　郡上市観光連盟〉
　　郡上踊りで知られる郡上市は、長良川をはじめ24本もの一級河川が流れており、現在は「アウトドアの聖地」と称されるほどラフ
　ティングやシャワークライミングなどのリバーアクティビティが充実し、訪れる人々に新たな魅力を提供しています。

船ちゃんのこぼれ話 第十話

「日本人の手に合わせた赤煉瓦　その２」
　明治初期は、それぞれの建築物専用に煉瓦は焼かれていましたが、明治21（1888）年、渋沢栄一らにより設立された近代的煉瓦製造工場（日本

煉瓦製造株式会社）の操業を皮切りに、煉瓦は大量生産の時代に突入していきます。それに伴い、規格の標準化が行われていきました。

　明治38（1905）年の時点で、煉瓦の規格は、関東地区は東京形の1つに集約し、関西地区も5つ（表1）あるものの、生産量（明治37年）は東京

形が74％を占め、全国的に東京形に規格を統一すべきだ主張されています。

　大正10（1921）年、政府主導による調査会において、すでに標準型となっている東京形を基準として、従事する女性の手の大きさに合わせて

少し幅を小さくし、さらにメートル法に統一する法改正を目前に控えていたためメートル法で端数の無い寸法とした規格が決定されました。具体

的には、まず幅（３寸6分）をメートル法に換算して（10.9㎝）端数を切り捨て→幅10㎝、長さは、幅10㎝の２倍＋目地1㎝→長さ21㎝、厚み

は２寸＝6.06㎝→6㎝です。これが大正１４（1925）年にJES規格に採用され、現

在のJIS規格にも受け継がれています。

　船頭平閘門の煉瓦の寸法（222×106×56ｍｍ）を、上記の規格やいくつかの当時に

発行された土木書（表2）に照らしてみると、ズバリではありませんが近い寸法が「公式

工師必携」にありました。これは、日本初の土木工学バンドブックで、琵琶湖疎水の設

計者が、現場の作業者を指導する中で

まとめた本です。

　その著者は、船頭平閘門の設計者の

青木良三郎さんが、大学時代に学んだ

田辺朔朗先生なのです。これには、何

か繋がりがありそうな気がしますね。

表１　煉瓦の形状に就いて（大高庄右衛門（明治38年）より作成）
規格名 長(mm) 幅(mm) 厚(mm)

並形 224（7寸4分） 106（3寸5分） 53（1寸7分5厘）
東京形 227（7寸5分） 109（3寸6分） 61（2寸）
作業局形 227（7寸5分） 109（3寸6分） 56（1寸8分5厘）
山陽新形 218（7寸2分） 105（3寸4分5厘） 52（1寸7分）
山陽形 227（7寸5分） 108（3寸5分5厘） 70（2寸3分）

（※表内の数字は、㎜換算した後、小数点以下四捨五入。）

表２　当時の土木書における煉瓦の寸法
書籍名（発行年） 長(mm) 幅(mm) 厚(mm)

公式工師必携（M21） 221（7寸3分）～236（7寸8分） 108（3寸5分5厘）～115（3寸8分） 55（1寸8分）～61（2寸）
土木工事仕様設計実例（M35） 229（9吋） 114（4吋半） 57（2吋4分ノ1）
土木施工法（M45） 227（7寸5分） 109（3寸6分） 東京61（2寸）

大坂52（1寸7分）
山陽45（1寸5分）

（※表内の数字は、㎜換算した後、小数点以下四捨五入。）



　
郡
上
の
源
流
域
か
ら
山
間
や
峡
谷
を
流
れ
、
濃
尾
平

野
へ
出
て
伊
勢
湾
へ
と
注
ぐ
長
良
川
は
流
域
に
約
八
十

六
万
人
の
人
□
を
抱
え
る
大
河
で
あ
り
な
が
ら
、
柿
田

川
、
四
万
十
川
と
と
も
に
日
本
三
大
清
流
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
に
は
上
・
中
流
域

が
環
境
庁
（
例
・
環
境
省
）
の
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
清
浄
な
水
質
が
鮎
の
生
息
地
と
し
て
最
適
で
、

皇
室
に
献
上
さ
れ
る
鮎
を
獲
る
御
漁
場
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
上
流
域
の
郡
上
市
の
鮎
は
、「
郡

上
鮎
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
と
も
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
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『
清
流
長
良
川
の
鮎
』 

世
界
農
業
遺
産 

「
清
流
長
良
川
の
鮎
」

推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一
． 

長
良
川
の
鮎
文
化

　
鮎
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
淡
水
魚
で
、

神
功
皇
后
が
朝
鮮
出
兵
時
の
お
り
肥
前
国
（
現
在
の
佐

賀
県
と
長
崎
県
の
一
部
）
松
浦
川
に
お
い
て
、
新
羅
国

征
討
の
成
否
を
占
う
た
め
に
着
物
の
す
そ
の
糸
と
、
針

を
曲
げ
た
釣
り
針
で
鮎
を
釣
っ
た
と
い
う
故
事
が
あ
り

ま
す
。
万
葉
集
に
は
、「
松
浦
川
川
の
瀬
光
り
鮎
釣
る
と

立
た
せ
る
妹
が
裳
の
裾
濡
れ
ぬ
」「
若
鮎
釣
る
松
浦
の
川

の
川
な
み
の
並
に
し
思
は
ば
我
れ
恋
ひ
め
や
も
」
な
ど
、

鮎
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
鮎
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
の
人

里
を
流
れ
る
河
川
に
生
息
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
伝

統
的
な
漁
法
や
食
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
が
、
特
に

長
良
川
の
鮎
は
、
地
域
経
済
や
歴
史
文
化
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
長
良
川
を
代
表
す
る
鮎
漁
と
し
て
は
、

岐
阜
市
や
関
市
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
観
覧
の
要
素
が

強
く
な
っ
た
鵜
飼
や
、
縄
張
り
を
持
つ
鮎
の
性
質
を
利

用
し
た
囮
鮎
を
使
う
友
釣
り
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ほ
か
に
も
場
所
・
時
期
・
水
位
に
よ
っ
て
様
々
な

漁
法
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
夜
の
川
に
網
を
張
り
、

船
上
の
か
が
り
火
の
明
る
さ
と
、
櫂
を
使
い
舟
べ
り
や

川
面
を
た
た
く
音
で
鮎
を
網
へ
追
い
立
て
る
夜
網
漁
、

竿
を
用
い
毛
鉤
を
操
る
ド
ブ
釣
り
、
ヤ
ス
で
鮎
を
突
く

素
潜
り
漁
、
観
光
産
業
の
一
つ
と
し
て
人
気
と
な
っ
て

い
る
落
ち
鮎
を
大
量
に
捕
獲
す
る
簗
漁
な
ど
、
長
良
川

の
伝
統
的
な
鮎
漁
は
多
岐
に
わ
た
り
、
他
の
河
川
と
の

違
い
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
友
釣
り
は
日
本
独
特
の
釣
法
で
、
記
録
に

残
る
最
古
の
も
の
は
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
著
さ

れ
た
「
本
朝
食
鑑
」
に
高
野
川
（
京
都
府
）
で
の
友
釣

り
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
長
良
川
に
お
い
て
は
安

政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
「
美
濃
国
長
良
川
鮎
漁
取
調
書
」

に
友
釣
り
が
禁
止
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
鮎
の
調
理
法
で
は
、
一
般
的
な
塩
焼
や
魚
田
、

若
鮎
の
背
越
や
内
臓
の
う
る
か
な
ど
多
彩
で
、
特
に
鮎

料
理
屋
で
提
供
さ
れ
る
鮎
雑
炊
は
、
岐
阜
県
の
郷
土
料

理
百
選
（
農
林
水
産
省
選
定
）
の
候
補
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
。二

． 

最
上
級
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　「
郡
上
鮎
」

　
全
国
随
一
と
い
わ
れ
る
長
良
川
の
鮎
の
な
か
で
も
、

上
流
域
の
郡
上
市
で
獲
れ
た
鮎
は
「
郡
上
鮎
」
の
名
称

で
知
ら
れ
、
急
峻
な
流
れ
と
良
好
な
水
質
に
育
ま
れ
、

姿
か
た
ち
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
が
締
ま
り
、

香
り
、
味
と
も
に
最
上
級
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
郡
上
鮎
の
名
称
は
古
く
か
ら
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
郡
上

管
内
長
良
川
水
系
の
鮎
が
地
域
団
体
商
標
に
登
録
さ

れ
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
（
二

〇
〇
八
）
年
の
「
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
大
会
」
に
お
い

て
は
、
郡
上
鮎
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
河
川
環
境
の
善
し
悪
し
を
観
る
ひ
と
つ
の

指
標
と
し
て
鮎
の
味
を
競
い
、
水
や
川
の
大
切
さ
を
訴

え
る
場
に
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
八
月
「
郡
上
鮎
」
は
、

岐
阜
の
宝
も
の
認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、
将
来
、

岐
卓
の
宝
物
に
な
る
名
産
品
と
し
て
「
明
日
の
宝
物
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
の
宝
も
の
認
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
県
民
一
人
一
人
が
身
近
に
あ
る
様
々
な
観
光

資
源
に
磨
き
を
か
け
、
観
光
産
業
を
基
幹
産
業
に
発
展

さ
せ
、
飛
騨
・
美
濃
の
特
性
を
活
か
し
た
誇
り
の
持
て

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

三
． 

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

　
　
　「
清
流
長
良
川
の
鮎
」

　
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
十
二
月
に
、
「
清
流

長
良
川
の
鮎
」
（
里
川
に
お
け
る
人
と
鮎
の
つ
な
が
り
）

が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
農
業
遺

産
（G

lo
b

a
lly

 Im
p

o
r
t
a

n
t
 A

g
r
ic

u
lt

u
r
a

l 

H
e
rita

g
e
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y
s
te

m
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〔G
IA

H
S

〕
）
は
、
世
界
的
に

重
要
な
伝
統
的
農
業
（
農
林
水
産
業
）
を
営
む
地
域
を
、

F
A

O

（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
）
が
認
定
す
る
制
度

で
、
「
世
界
重
要
農
業
遺
産
シ
ス
テ
ム
」
と
も
訳
さ
れ

ま
す
。
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
よ
り
、
農
業
や
地
域

環
境
と
と
も
に
育
ま
れ
た
文
化
や
技
術
、
景
観
、
生
物

多
様
性
な
ど
を
「
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
総

合
的
に
保
全
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
世
界
農
業
遺
産
に
は
、
世
界
で
二
十
二
カ
国
六

十
二
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
は
十
一
地
域

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
六

月
時
点
）
。

　
長
良
川
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
鮎

に
代
表
さ
れ
る
長
良
川
の
水
の
美
し
さ
や
生
態
系
、
水

を
育
む
源
流
の
森
、
流
域
に
住
む
人
々
の
水
と
と
も
に

暮
ら
す
伝
統
文
化
や
な
り
わ
い
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
で
は
、
こ
れ
ら
が
深

く
か
か
わ
り
、
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
「
里
川
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
「
長
良
川
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
長
良
川
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
全
体
で
「
人
の
生
活
・

水
環
境
・
漁
業
資
源
」
を
相
互
に
連
環
さ
せ
て
好
循
環

を
つ
く
る
里
川
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
川
を
上
手
に
管
理

す
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
川
の
こ
と
を
里
川
と
呼
び
、
管
理
と
は
、

河
川
の
清
掃
、
川
岸
が
崩
れ
て
川
が
濁
る
の
を
防
ぐ
工

事
、
水
を
利
用
す
る
と
き
の
き
ま
り
の
作
成
な
ど
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
長
良
川
で
は
多
く
の
人
々
が
、
川
を
清
掃
し
、
希
少

な
生
物
を
保
護
し
、
自
然
環
境
を
保
つ
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
長
良
川
に
流
れ
る
水
が
山
に
た
く
さ
ん
蓄

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
源
流
の
森
に
木
を
植
え
、
余
分
な

木
を
切
る
な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

多
く
の
人
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
川
で
遊
ん
だ
り
、
川

魚
を
食
べ
た
り
、
鵜
飼
な
ど
の
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
活
動
の
一
環
と
し
て
、
岐
阜
県
で
は
「
清
流
長
良
川

の
鮎
」
を
支
え
る
漁
業
、
養
殖
業
な
ど
に
関
す
る
知
識
、

技
術
、
経
験
、
制
度
な
ど
を
開
発
途
上
地
域
に
広
め
る

こ
と
に
よ
り
、
世
界
農
業
遺
産
及
び
開
発
途
上
地
域
の

内
水
面
漁
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
内

水
面
漁
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
水
産
研
究
所
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
世
界
農
業
遺
産
の
理
念
で
あ

る
「
遺
産
的
価
値
の
あ
る
農
業
・
地
域
シ
ス
テ
ム
を
保

全
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
」
に
基
づ
き
、

長
良
川
シ
ス
テ
ム
が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

四
． 

次
世
代
へ
の
継
承
の
地

　
　
　「
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
」

　
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
は
、
川
と
魚
に
親
し
む
体

験
学
習
を
通
じ
て
、
鮎
漁
業
な
ど
岐
阜
県
の
水
産
業
の

振
興
・
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
世
界
農
業
遺
産
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
体
験
学
習
は
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
及
び

水
産
資
源
の
保
全
、
長
良
川
の
生
態
系
の
多
様
性
、
里

川
の
利
用
及
び
保
全
（
長
良
川
と
人
の
関
わ
り
方
）、

鮎
に
関
す
る
食

文
化
及
び
産
業

並
び
に
長
良
川

流
域
の
伝
統
文

化
等
、
漁
業
に

関
す
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
、

ま
た
館
内
の
鮎

漁
及
び
長
良
川

の
流
域
文
化
に

係
る
映
像
並
び

に
漁
業
の
振
興

及
び
世
界
農
業

遺
産
「
清
流
長

良
川
の
鮎
」
に

係
る
展
示
を
通

じ
て
、
長
良
川
の
鮎
を
中
心
と
し
た
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
施
設
で
は
、
岐
阜
県
内
の
学
校
が
行
う
ふ

る
さ
と
教
育
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
に
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」
の
価
値
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
伝
統

漁
法
や
人
工
ふ
化
放
流
等
再
生
産
技
術
を
継
承
す
る
た

め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
、
内
水
面
漁
業
を

支
え
る
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
を
推
進
し
、
長
良
川

の
鮎
を
中
心
と
し
た
歴
史
、
文
化
、
技
術
な
ど
の
継
承

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

じ
ん
ぐ
う

せ
い
と
う

お
と
り

し
ら  

ぎ  

こ
く

や
な

か
い

げ
ん
ろ
く

あ
ん

ほ
ん
ち
ょ
う
し
ょ
っ

か
ん

せ
い

東京豊洲市場へ出荷される「郡上鮎」〈提供：郡上漁業協同組合〉

美濃飛騨両国魚漁之図（明治時代）に描かれた鮎の友釣り

〈提供：岐阜市歴史博物館〉

清流長良川あゆパーク〈提供：岐阜県農政部里川振興課〉

全国清流めぐり利き鮎大会グラン

プリ受賞（2008）

〈提供：郡上漁業協同組合〉

世界農業遺産記念碑（清流長良川あゆパーク内）

長良川システム図〈提供：岐阜県農政部里川振興課〉

地域の歴史地域の歴史
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郡
上
の
源
流
域
か
ら
山
間
や
峡
谷
を
流
れ
、
濃
尾
平

野
へ
出
て
伊
勢
湾
へ
と
注
ぐ
長
良
川
は
流
域
に
約
八
十

六
万
人
の
人
□
を
抱
え
る
大
河
で
あ
り
な
が
ら
、
柿
田

川
、
四
万
十
川
と
と
も
に
日
本
三
大
清
流
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
に
は
上
・
中
流
域

が
環
境
庁
（
例
・
環
境
省
）
の
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
清
浄
な
水
質
が
鮎
の
生
息
地
と
し
て
最
適
で
、

皇
室
に
献
上
さ
れ
る
鮎
を
獲
る
御
漁
場
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
上
流
域
の
郡
上
市
の
鮎
は
、「
郡

上
鮎
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
と
も
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

次世代に引き継がれる
長良川の郡上鮎
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一
． 

長
良
川
の
鮎
文
化

　
鮎
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
淡
水
魚
で
、

神
功
皇
后
が
朝
鮮
出
兵
時
の
お
り
肥
前
国
（
現
在
の
佐

賀
県
と
長
崎
県
の
一
部
）
松
浦
川
に
お
い
て
、
新
羅
国

征
討
の
成
否
を
占
う
た
め
に
着
物
の
す
そ
の
糸
と
、
針

を
曲
げ
た
釣
り
針
で
鮎
を
釣
っ
た
と
い
う
故
事
が
あ
り

ま
す
。
万
葉
集
に
は
、「
松
浦
川
川
の
瀬
光
り
鮎
釣
る
と

立
た
せ
る
妹
が
裳
の
裾
濡
れ
ぬ
」「
若
鮎
釣
る
松
浦
の
川

の
川
な
み
の
並
に
し
思
は
ば
我
れ
恋
ひ
め
や
も
」
な
ど
、

鮎
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
鮎
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
の
人

里
を
流
れ
る
河
川
に
生
息
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
伝

統
的
な
漁
法
や
食
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
が
、
特
に

長
良
川
の
鮎
は
、
地
域
経
済
や
歴
史
文
化
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
長
良
川
を
代
表
す
る
鮎
漁
と
し
て
は
、

岐
阜
市
や
関
市
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
観
覧
の
要
素
が

強
く
な
っ
た
鵜
飼
や
、
縄
張
り
を
持
つ
鮎
の
性
質
を
利

用
し
た
囮
鮎
を
使
う
友
釣
り
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ほ
か
に
も
場
所
・
時
期
・
水
位
に
よ
っ
て
様
々
な

漁
法
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
夜
の
川
に
網
を
張
り
、

船
上
の
か
が
り
火
の
明
る
さ
と
、
櫂
を
使
い
舟
べ
り
や

川
面
を
た
た
く
音
で
鮎
を
網
へ
追
い
立
て
る
夜
網
漁
、

竿
を
用
い
毛
鉤
を
操
る
ド
ブ
釣
り
、
ヤ
ス
で
鮎
を
突
く

素
潜
り
漁
、
観
光
産
業
の
一
つ
と
し
て
人
気
と
な
っ
て

い
る
落
ち
鮎
を
大
量
に
捕
獲
す
る
簗
漁
な
ど
、
長
良
川

の
伝
統
的
な
鮎
漁
は
多
岐
に
わ
た
り
、
他
の
河
川
と
の

違
い
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
友
釣
り
は
日
本
独
特
の
釣
法
で
、
記
録
に

残
る
最
古
の
も
の
は
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
著
さ

れ
た
「
本
朝
食
鑑
」
に
高
野
川
（
京
都
府
）
で
の
友
釣

り
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
長
良
川
に
お
い
て
は
安

政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
「
美
濃
国
長
良
川
鮎
漁
取
調
書
」

に
友
釣
り
が
禁
止
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
鮎
の
調
理
法
で
は
、
一
般
的
な
塩
焼
や
魚
田
、

若
鮎
の
背
越
や
内
臓
の
う
る
か
な
ど
多
彩
で
、
特
に
鮎

料
理
屋
で
提
供
さ
れ
る
鮎
雑
炊
は
、
岐
阜
県
の
郷
土
料

理
百
選
（
農
林
水
産
省
選
定
）
の
候
補
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
。二

． 

最
上
級
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　「
郡
上
鮎
」

　
全
国
随
一
と
い
わ
れ
る
長
良
川
の
鮎
の
な
か
で
も
、

上
流
域
の
郡
上
市
で
獲
れ
た
鮎
は
「
郡
上
鮎
」
の
名
称

で
知
ら
れ
、
急
峻
な
流
れ
と
良
好
な
水
質
に
育
ま
れ
、

姿
か
た
ち
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
が
締
ま
り
、

香
り
、
味
と
も
に
最
上
級
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
郡
上
鮎
の
名
称
は
古
く
か
ら
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
郡
上

管
内
長
良
川
水
系
の
鮎
が
地
域
団
体
商
標
に
登
録
さ

れ
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
（
二

〇
〇
八
）
年
の
「
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
大
会
」
に
お
い

て
は
、
郡
上
鮎
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
河
川
環
境
の
善
し
悪
し
を
観
る
ひ
と
つ
の

指
標
と
し
て
鮎
の
味
を
競
い
、
水
や
川
の
大
切
さ
を
訴

え
る
場
に
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
八
月
「
郡
上
鮎
」
は
、

岐
阜
の
宝
も
の
認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、
将
来
、

岐
卓
の
宝
物
に
な
る
名
産
品
と
し
て
「
明
日
の
宝
物
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
の
宝
も
の
認
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
県
民
一
人
一
人
が
身
近
に
あ
る
様
々
な
観
光

資
源
に
磨
き
を
か
け
、
観
光
産
業
を
基
幹
産
業
に
発
展

さ
せ
、
飛
騨
・
美
濃
の
特
性
を
活
か
し
た
誇
り
の
持
て

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

三
． 

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

　
　
　「
清
流
長
良
川
の
鮎
」

　
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
十
二
月
に
、
「
清
流

長
良
川
の
鮎
」
（
里
川
に
お
け
る
人
と
鮎
の
つ
な
が
り
）

が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
農
業
遺

産
（G

lo
b

a
lly

 Im
p

o
r
t
a

n
t
 A

g
r
ic

u
lt

u
r
a

l 

H
e
rita

g
e
 S

y
s
te

m
s

〔G
IA

H
S

〕
）
は
、
世
界
的
に

重
要
な
伝
統
的
農
業
（
農
林
水
産
業
）
を
営
む
地
域
を
、

F
A

O

（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
）
が
認
定
す
る
制
度

で
、
「
世
界
重
要
農
業
遺
産
シ
ス
テ
ム
」
と
も
訳
さ
れ

ま
す
。
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
よ
り
、
農
業
や
地
域

環
境
と
と
も
に
育
ま
れ
た
文
化
や
技
術
、
景
観
、
生
物

多
様
性
な
ど
を
「
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
総

合
的
に
保
全
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
世
界
農
業
遺
産
に
は
、
世
界
で
二
十
二
カ
国
六

十
二
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
は
十
一
地
域

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
六

月
時
点
）
。

　
長
良
川
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
鮎

に
代
表
さ
れ
る
長
良
川
の
水
の
美
し
さ
や
生
態
系
、
水

を
育
む
源
流
の
森
、
流
域
に
住
む
人
々
の
水
と
と
も
に

暮
ら
す
伝
統
文
化
や
な
り
わ
い
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
で
は
、
こ
れ
ら
が
深

く
か
か
わ
り
、
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
「
里
川
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
「
長
良
川
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
長
良
川
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
全
体
で
「
人
の
生
活
・

水
環
境
・
漁
業
資
源
」
を
相
互
に
連
環
さ
せ
て
好
循
環

を
つ
く
る
里
川
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
川
を
上
手
に
管
理

す
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
川
の
こ
と
を
里
川
と
呼
び
、
管
理
と
は
、

河
川
の
清
掃
、
川
岸
が
崩
れ
て
川
が
濁
る
の
を
防
ぐ
工

事
、
水
を
利
用
す
る
と
き
の
き
ま
り
の
作
成
な
ど
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
長
良
川
で
は
多
く
の
人
々
が
、
川
を
清
掃
し
、
希
少

な
生
物
を
保
護
し
、
自
然
環
境
を
保
つ
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
長
良
川
に
流
れ
る
水
が
山
に
た
く
さ
ん
蓄

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
源
流
の
森
に
木
を
植
え
、
余
分
な

木
を
切
る
な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

多
く
の
人
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
川
で
遊
ん
だ
り
、
川

魚
を
食
べ
た
り
、
鵜
飼
な
ど
の
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
活
動
の
一
環
と
し
て
、
岐
阜
県
で
は
「
清
流
長
良
川

の
鮎
」
を
支
え
る
漁
業
、
養
殖
業
な
ど
に
関
す
る
知
識
、

技
術
、
経
験
、
制
度
な
ど
を
開
発
途
上
地
域
に
広
め
る

こ
と
に
よ
り
、
世
界
農
業
遺
産
及
び
開
発
途
上
地
域
の

内
水
面
漁
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
内

水
面
漁
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
水
産
研
究
所
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
世
界
農
業
遺
産
の
理
念
で
あ

る
「
遺
産
的
価
値
の
あ
る
農
業
・
地
域
シ
ス
テ
ム
を
保

全
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
」
に
基
づ
き
、

長
良
川
シ
ス
テ
ム
が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

四
． 

次
世
代
へ
の
継
承
の
地

　
　
　「
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
」

　
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
は
、
川
と
魚
に
親
し
む
体

験
学
習
を
通
じ
て
、
鮎
漁
業
な
ど
岐
阜
県
の
水
産
業
の

振
興
・
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
世
界
農
業
遺
産
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
体
験
学
習
は
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
及
び

水
産
資
源
の
保
全
、
長
良
川
の
生
態
系
の
多
様
性
、
里

川
の
利
用
及
び
保
全
（
長
良
川
と
人
の
関
わ
り
方
）、

鮎
に
関
す
る
食

文
化
及
び
産
業

並
び
に
長
良
川

流
域
の
伝
統
文

化
等
、
漁
業
に

関
す
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
、

ま
た
館
内
の
鮎

漁
及
び
長
良
川

の
流
域
文
化
に

係
る
映
像
並
び

に
漁
業
の
振
興

及
び
世
界
農
業

遺
産
「
清
流
長

良
川
の
鮎
」
に

係
る
展
示
を
通

じ
て
、
長
良
川
の
鮎
を
中
心
と
し
た
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
施
設
で
は
、
岐
阜
県
内
の
学
校
が
行
う
ふ

る
さ
と
教
育
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
に
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」
の
価
値
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
伝
統

漁
法
や
人
工
ふ
化
放
流
等
再
生
産
技
術
を
継
承
す
る
た

め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
、
内
水
面
漁
業
を

支
え
る
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
を
推
進
し
、
長
良
川

の
鮎
を
中
心
と
し
た
歴
史
、
文
化
、
技
術
な
ど
の
継
承

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

じ
ん
ぐ
う

せ
い
と
う

お
と
り

し
ら  

ぎ  

こ
く

や
な

か
い

げ
ん
ろ
く

あ
ん

ほ
ん
ち
ょ
う
し
ょ
っ

か
ん

せ
い

東京豊洲市場へ出荷される「郡上鮎」〈提供：郡上漁業協同組合〉

美濃飛騨両国魚漁之図（明治時代）に描かれた鮎の友釣り

〈提供：岐阜市歴史博物館〉

清流長良川あゆパーク〈提供：岐阜県農政部里川振興課〉

全国清流めぐり利き鮎大会グラン

プリ受賞（2008）

〈提供：郡上漁業協同組合〉

世界農業遺産記念碑（清流長良川あゆパーク内）

長良川システム図〈提供：岐阜県農政部里川振興課〉
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平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
の
七
月
蒙
雨
で
は
、
日

本
各
地
で
長
時
間
の
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
郡
上
市
で
は
、
河
川
氾
濫
と
土
砂
災
害
を
警
戒
し

て
、
五
日
十
九
時
に
警
戒
体
制
に
入
り
、
同
二
十
二
時

三
十
分
に
は
災
害
警
戒
本
部
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
市
域
の
広
い
郡
上
市
で
は
、
本
庁
合
に
本
部
を
設
置

し
、
七
つ
の
地
区
（
八
幡
・
大
和
・
白
鳥
・
高
鷲
・

美
並
・
明
宝
・
和
良
）
に
は
支
部
が
設
置
さ
れ
、
現

地
で
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
河
川
災
害
が
発
生
し
た
和
良
地
区
を
中
心

に
、
当
時
の
災
害
対
応
の
実
態
を
紹
介
し
ま
す
。

平成三十年七月豪雨時の
郡上市の警戒対応

■
参
考
文
献

 

『
和
良
村
史
　
近
代
百
年
』 

昭
和
六
十
三
年
　
和
良
村
教
育
委
員
会

 

『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
災
害
状
況
』（
郡
上
市
）

　
平
成
三
十
年
　
自
治
会
長
会
資
料

 

『
郡
上
市
災
害
対
策
（
警
戒
）
状
況
記
録
表
』

（
和
良
振
興
事
務
所
）

一
． 

和
良
川
の
治
水
対
策

　
和
良
川
は
、
郡
上
市
の
東
部
に
位
置
す
る
和
良
地
区

で
、
北
部
か
ら
流
下
す
る
鹿
倉
川
と
南
部
を
東
流
す
る

鬼
谷
川
が
合
流
し
て
和
良
川
と
な
り
、
さ
ら
に
南
流
し

て
き
た
土
京
川
と
合
流
し
て
、
地
区
の
南
西
か
ら
下
呂

市
に
流
れ
て
飛
騨
川
支
流
・
馬
瀬
川
に
注
い
で
い
ま

す
。

　
こ
の
和
良
川
は
、「
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
大
会
」
で
グ

ラ
ン
プ
リ
に
四
度
輝
き
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生

息
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
清
流
で
す
が
、
一
方
で
は
急

峻
な
箇
所
が
多
く
、
川
筋
は
蛇
行
を
く
り
か
え
し
、
河

床
が
高
い
た
め
、
古
い
時
代
か
ら
水
害
が
多
発
し
て
き

ま
し
た
。

　
正
確
な
記
録
が
残
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
以
降
で

は
、
明
治
二
十
六
年
大
水
害
、
明
治
二
十
九
年
大
水
害
、

昭
和
二
十
三
年
豪
雨
災
害
、
昭
和
二
十
四
年
水
害
、
伊

勢
湾
台
風
（
昭
和
三
十
四
年
）、
昭
和
三
十
五
年
台
風
十

一
号
・
十
二
号
災
害
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
集
中
豪
雨

災
害
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
豪
雨
災
害
、
八
・
八
豪
雨

災
害
（
昭
和
六
十
二
年
）
が
甚
大
な
被
害
が
出
た
水
害

で
、
い
ず
れ
も
和
良
川
の
破
堤
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
和
良
川
が
氾
濫
し
た
記
録
は
多
く
、
氾
濫
常

習
河
川
と
い
え
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う

な
状
況
の
な

か
、
住
民
は

治
水
対
策
を

望
ん
で
き
ま

し
た
が
、
地

元
単
独
で
は

財
政
的
に
困

難

で

あ

り
、

当
時
の
和
良

村
（
平

成

十

六
年
合
併
で

郡
上
市
）
は
国
・
県
に
河
川
改
修
を
陳
情
し
て
き
ま
し

た
。
よ
う
や
く
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
度
か

ら
鹿
倉
川
の
約
五
㎞
の
区
間
で
小
規
模
河
川
改
修
工
事

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
築
堤
・
護
岸
工
が
主
要

な
改
修
で
、
工
期
は
十
五
年
に
及
び
ま
し
た
。
昭
和
四

十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
は
、
鬼
谷
川
で
小
規
模
河
川

改
良
事
業
が
者
工
さ
れ
ま
し
た
が
、
護
岸
整
備
や
床
固

工
の
ほ
か
に
、
湾
曲
部
を
新
河
道
に
付
け
替
え
る
大
規

模
な
工
事
が
含
ま
れ
、
工
期
は
十
四
年
に
及
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
の
豪
雨
や
平

成
二
（
一
九
九
〇
）
年
の
台
風
に
よ
り
鬼
谷
川
が
氾
濫

し
付
近
の
水
田
等
が
冠
水
し
た
た
め
、
川
幅
の
拡
幅
や

河
床
掘
削
な
ら
び
に
従
前
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堰
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）

年
三
月
、
県
下
最
大
級
の
フ
ァ

ブ
リ
ダ
ム
（
ゴ
ム
引
布
製
起
伏

ぜ
き
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
改
修
事
業
に
よ
っ

て
、
和
良
川
流
域
の
治
水
安
全

度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た

が
、
絶
対
に
安
全
な
河
川
は
な

く
、
警
戒
を
怠
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
和
良
地
区
は
山
間
地

で
、
豪
雨
時
に
は
土
砂
災
害
の

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
昭
和
二

十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
は
全
村

に
わ
た
っ
て
国
の
砂
防
河
川
指
定
を
受
け
、
以
来
、
砂

防
堰
堤
工
・
護
岸
工
・
流
路
工
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
事

が
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

二
． 

当
時
の
和
良
地
区
の
概
況

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で
は
、
岐
卓
県
で
も
中
山
間

部
で
累
積
雨
量
が
一
，
〇
〇
〇
㎜
を
超
え
る
地
点
も
あ

り
、
和
良
地
区
で
は
七
月
八
日
深
夜
の
豪
雨
に
つ
い
て
、

二
十
三
時
時
点
の
一
時
間
雨
量
四
十
八
㎜
、
一
時
時
点

の
一
時
間
雨
量
三
十
四
㎜
、
二
時
時
点
の
一
時
間
雨
量

五
十
一
㎜
を
記
録
し
、
七
月
四
日
か
ら
の
累
計
雨
量
が

五
九
九
㎜
と
な
り
、
各
地
で
土
砂
流
出
や
道
路
の
冠
水
、

河
川
の
護
岸
崩
壊
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
土
砂
災
害
の
前
兆
と
し
て
、
そ
の
地
域
の

月
平
均
雨
量
の
二
倍
を
超
え
る
と
危
険
性
が
高
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
の
八

幡
観
測
所
の
月

別
降
水
量
が
二

〇
一
・
〇
㎜

で

あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
和
良
地
区

で
は
概
ね
四
〇

〇
㎜
を
超
え
る

と
危
険
な
状
況

と
言
え
ま
し
た

が
、
七
月
八
日

深
夜
に
お
い
て

累
計
雨
量
四
七

五
㎜
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

三
． 

警
戒
支
部
設
置
と

　
　
和
良
川
護
岸
崩
落

　
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
七
月
四
日
、
郡
上
市
で

は
十
六
時
五
分
に
大
雨
警
報
、
十
九
時
二
十
一
分
に
は

洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
洪
水
警
報
は
二
十
三

時
二
十
三
分
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
国
道
や

東
海
北
陸
道
な
ど
で
通
行
止
め
が
出
さ
れ
、
五
日
十
九

時
に
郡
上
市
は
警
戒
体
制
に
入
り
、
和
良
振
興
事
務
所

で
も
事
務
所
待
機
な
ど
警
戒
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
十

九
時
三
十
六
分
に
は
再
び
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
二

十
二
時
三
十
分
に
郡
上
市
は
警
戒
本
部
体
制
に
移
行

し
、
和
良
振
興
事
務
所
に
も
警
戒
支
部
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
警
戒
支
部
で
は
、
総
務
班
・
救
護
班
・
活
動
班
で
業

務
を
分
担
し
て
対
応
し
ま
す
。
総
務
班
は
、
災
害
情
報

の
収
集
及
び
報
告
、
避
難
の
勧
告
・
指
示
、
関
係
部
署

と
の
連
絡
調
整
な
ど
が
任
務
で
、
主
な
関
係
部
署
は
本

部
・
各
班
・
自
治
会
・
消
防
方
面
隊
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
救
護
班
は
、
避
難
所
の
開
設
・
管
理
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
、
要
配
慮
者
対
応
な

ど
に
あ
た
り
ま
す
。
活
動
班
は
、
交
通
不
能
箇
所
の
調

査
及
び
交
通
規
制
な
ど
の
対
応
、
水
位
確
認
な
ど
水
防

に
関
す
る
対
応
、
様
々
な
施
設
の
災
害
対
応
に
関
す
る

こ
と
な
ど
現
地
に
赴
く
任
務
の
多
く
を
担
当
し
ま
す
。

　
支
部
設
置
か
ら
間
も
な
い
二
十
三
時
五
十
分
、
避
難

所
の
開
設
準
備
に
か
か
り
、
翌
六
日
早
々
に
準
備
が
完

了
し
ま
し
た
が
、
一
時
三
十
分
に
は
全
避
難
所
が
撤
収

し
ま
し
た
。
二
時
に
は
警
戒
支
部
が
解
散
し
、
四
時
四

十
五
分
に
は
洪
水
警
報
が
解
除
さ
れ
、
豪
雨
は
終
息
す

る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
十
時
二
十
八
分
に
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、

十
二
時
五
十
分
に
は
異
例
の
大
雨
特
別
警
報
が
郡
上
市

に
出
さ
れ
、
郡
上
市
は
再
度
警
戒
本
部
体
制
に
移
行
、

警
戒
支
部
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
和
良
支
部
で
は
、
十

五
時
に
五
カ
所
の
避
難
所
開
設
を
終
え
職
員
を
配
置
し

ま
し
が
、
避
難

勧
告
は
出
さ
れ

ず
、
自
主
避
難

す
る
住
民
を
受

け

入

れ

ま

し

た
。
こ
の
間
に

も

降

雨

は

続

き
、
八
日
二
時

頃
に
は
住
民
か

ら
水
路
の
水
が

溢
れ
て
い
る
と

の
通
報
や
、
本

部
か
ら
杉
峠
に

て
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
た
と
の

連
絡
が
入
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
二
時

四
十
五
分
に
は
、

住
民
か
ら
郡
上

市
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
の
護
岸

が
崩
落
し
て
お

り
、
危
険
な
状
態
と
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
、
和
良
川
に
沿
っ
て
和
良
振
興
事
務
所
庁
合
に
隣

接
す
る
建
物
で
し
た
か
ら
、
す
ぐ
に
確
認
す
る
と
、
建

物
の
基
礎
部
分
が
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う
に
崩
れ
て
い
ま
し

た
。

　
非
常
に
危
険
と
判
断
し
、
至
急
避
難
す
る
よ
う
に
伝

え
ま
し
た
が
、
深
夜
で
も
あ
り
人
手
が
足
り
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
消
防
団
に
援
助
を
依
頼
し
ま
し
た
。
五
分

後
に
は
庁
舎
裏
手
の
護
岸
が
崩
れ
だ
し
、
手
す
り
・
ガ

ス
ボ
ン
ベ
・
自
家
発
電
装
置
な
ど
が
河
川
に
滑
り
落
ち

始
め
ま
し
た
。
庁
合
の
倒
壊
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

重
要
書
類
や
貴
重
品
を
駐
車
場
側
壁
面
に
運
び
、
庁
合

玄
関
前
で
災
害
警
戒
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
和
良
川
は
氾
濫
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
水
位

に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
庁
合
で
警
戒
対
応
に
あ
た
っ
て

い
た
職
員
に
と
っ
て
も
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
い
出

来
事
で
し
た
。
後
の
計
測
で
、
崩
落
は
延
長
二
八
七
ｍ

に
及
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
三
時
十
分
に
は
大

雨
特
別
警
報
が
解
除
、
十
五
分
に
は
洪
水
警
報
も
解
除

と
な
り
、
十
七
時
三
十
分
に
郡
上
市
警
戒
本
部
体
制
解

除
に
伴
い
、
警
戒
支
部
も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

四
． 

豪
雨
災
害
が
残
し
た

　
　
夜
間
避
難
の
課
題

　
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
三
十

年
七
月
豪
雨
は
、
夜
間
の
避
難
勧
告
と
い
う
悩
ま
し
い

課
題
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
避
難
指
示
・
勧
告
は
地
域

の
特
性
を
知
る
市
町
村
が
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
気
象
状
況
に
よ
っ
て
被
災
す
る
可
能
性
の
あ
る

地
域
に
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
自
治
体
の
使
命

で
す
が
、
夜
間
に
豪
雨
の
な
か
自
宅
を
出
て
避
難
所
に

向
か
う
の
は
、
か
え
っ
て
危
険
な
行
動
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で
は
、
多
く
の
自
治
体
が
、

大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
て
も
夜
間
の
避
難
指
示
を

た
め
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
国
は
、
明
る
い
う

ち
の
早
め
の
避
難
、
避
難
所
に
こ
だ
わ
ら
ず
近
く
の
安

全
な
場
所
へ
避
難
、
家
の
な
か
で
の
垂
直
避
難
な
ど
、

置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
が
困
難
と
な

る
前
に
避
難
を
促
す
た
め
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年

五
月
に
警
戒
レ
ベ
ル
の
設
定
を
改
正
し
て
避
難
勧
告
を

廃
止
し
、
早
い
段
階
で
避
難
指
示
を
出
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
和
良
振
興
事
務
所
で
は
令
和
三

（
二
〇
二
一
）
年
六
月
七
日
に
「
災
害
対
策
本
部
和
良
支

部
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
、
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
、

応
急
対
策
が
速

や
か
に
実
施
で

き
る
よ
う
活
動

内
容
を
確
認
す

る

と

と

も

に
、

職
員
の
基
礎
知

識
及
び
能
力
の

向

上

を

図

り
、

今
後
の
災
害
発

生
に
備
え
て
い

ま
す
。

わ
　
　
ら
　

が
わ
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お
ん
だ
に
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わ

ど
き
ょ
う

が
わ



　
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
の
七
月
蒙
雨
で
は
、
日

本
各
地
で
長
時
間
の
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
郡
上
市
で
は
、
河
川
氾
濫
と
土
砂
災
害
を
警
戒
し

て
、
五
日
十
九
時
に
警
戒
体
制
に
入
り
、
同
二
十
二
時

三
十
分
に
は
災
害
警
戒
本
部
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
市
域
の
広
い
郡
上
市
で
は
、
本
庁
合
に
本
部
を
設
置

し
、
七
つ
の
地
区
（
八
幡
・
大
和
・
白
鳥
・
高
鷲
・

美
並
・
明
宝
・
和
良
）
に
は
支
部
が
設
置
さ
れ
、
現

地
で
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
河
川
災
害
が
発
生
し
た
和
良
地
区
を
中
心

に
、
当
時
の
災
害
対
応
の
実
態
を
紹
介
し
ま
す
。

平成三十年七月豪雨時の
郡上市の警戒対応
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一
． 

和
良
川
の
治
水
対
策

　
和
良
川
は
、
郡
上
市
の
東
部
に
位
置
す
る
和
良
地
区

で
、
北
部
か
ら
流
下
す
る
鹿
倉
川
と
南
部
を
東
流
す
る

鬼
谷
川
が
合
流
し
て
和
良
川
と
な
り
、
さ
ら
に
南
流
し

て
き
た
土
京
川
と
合
流
し
て
、
地
区
の
南
西
か
ら
下
呂

市
に
流
れ
て
飛
騨
川
支
流
・
馬
瀬
川
に
注
い
で
い
ま

す
。

　
こ
の
和
良
川
は
、「
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
大
会
」
で
グ

ラ
ン
プ
リ
に
四
度
輝
き
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生

息
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
清
流
で
す
が
、
一
方
で
は
急

峻
な
箇
所
が
多
く
、
川
筋
は
蛇
行
を
く
り
か
え
し
、
河

床
が
高
い
た
め
、
古
い
時
代
か
ら
水
害
が
多
発
し
て
き

ま
し
た
。

　
正
確
な
記
録
が
残
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
以
降
で

は
、
明
治
二
十
六
年
大
水
害
、
明
治
二
十
九
年
大
水
害
、

昭
和
二
十
三
年
豪
雨
災
害
、
昭
和
二
十
四
年
水
害
、
伊

勢
湾
台
風
（
昭
和
三
十
四
年
）、
昭
和
三
十
五
年
台
風
十

一
号
・
十
二
号
災
害
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
集
中
豪
雨

災
害
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
豪
雨
災
害
、
八
・
八
豪
雨

災
害
（
昭
和
六
十
二
年
）
が
甚
大
な
被
害
が
出
た
水
害

で
、
い
ず
れ
も
和
良
川
の
破
堤
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
和
良
川
が
氾
濫
し
た
記
録
は
多
く
、
氾
濫
常

習
河
川
と
い
え
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う

な
状
況
の
な

か
、
住
民
は

治
水
対
策
を

望
ん
で
き
ま

し
た
が
、
地

元
単
独
で
は

財
政
的
に
困

難

で

あ

り
、

当
時
の
和
良

村
（
平

成

十

六
年
合
併
で

郡
上
市
）
は
国
・
県
に
河
川
改
修
を
陳
情
し
て
き
ま
し

た
。
よ
う
や
く
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
度
か

ら
鹿
倉
川
の
約
五
㎞
の
区
間
で
小
規
模
河
川
改
修
工
事

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
築
堤
・
護
岸
工
が
主
要

な
改
修
で
、
工
期
は
十
五
年
に
及
び
ま
し
た
。
昭
和
四

十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
は
、
鬼
谷
川
で
小
規
模
河
川

改
良
事
業
が
者
工
さ
れ
ま
し
た
が
、
護
岸
整
備
や
床
固

工
の
ほ
か
に
、
湾
曲
部
を
新
河
道
に
付
け
替
え
る
大
規

模
な
工
事
が
含
ま
れ
、
工
期
は
十
四
年
に
及
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
の
豪
雨
や
平

成
二
（
一
九
九
〇
）
年
の
台
風
に
よ
り
鬼
谷
川
が
氾
濫

し
付
近
の
水
田
等
が
冠
水
し
た
た
め
、
川
幅
の
拡
幅
や

河
床
掘
削
な
ら
び
に
従
前
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堰
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）

年
三
月
、
県
下
最
大
級
の
フ
ァ

ブ
リ
ダ
ム
（
ゴ
ム
引
布
製
起
伏

ぜ
き
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
改
修
事
業
に
よ
っ

て
、
和
良
川
流
域
の
治
水
安
全

度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た

が
、
絶
対
に
安
全
な
河
川
は
な

く
、
警
戒
を
怠
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
和
良
地
区
は
山
間
地

で
、
豪
雨
時
に
は
土
砂
災
害
の

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
昭
和
二

十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
は
全
村

に
わ
た
っ
て
国
の
砂
防
河
川
指
定
を
受
け
、
以
来
、
砂

防
堰
堤
工
・
護
岸
工
・
流
路
工
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
事

が
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

二
． 
当
時
の
和
良
地
区
の
概
況

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で
は
、
岐
卓
県
で
も
中
山
間

部
で
累
積
雨
量
が
一
，
〇
〇
〇
㎜
を
超
え
る
地
点
も
あ

り
、
和
良
地
区
で
は
七
月
八
日
深
夜
の
豪
雨
に
つ
い
て
、

二
十
三
時
時
点
の
一
時
間
雨
量
四
十
八
㎜
、
一
時
時
点

の
一
時
間
雨
量
三
十
四
㎜
、
二
時
時
点
の
一
時
間
雨
量

五
十
一
㎜
を
記
録
し
、
七
月
四
日
か
ら
の
累
計
雨
量
が

五
九
九
㎜
と
な
り
、
各
地
で
土
砂
流
出
や
道
路
の
冠
水
、

河
川
の
護
岸
崩
壊
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
土
砂
災
害
の
前
兆
と
し
て
、
そ
の
地
域
の

月
平
均
雨
量
の
二
倍
を
超
え
る
と
危
険
性
が
高
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
の
八

幡
観
測
所
の
月

別
降
水
量
が
二

〇
一
・
〇
㎜

で

あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
和
良
地
区

で
は
概
ね
四
〇

〇
㎜
を
超
え
る

と
危
険
な
状
況

と
言
え
ま
し
た

が
、
七
月
八
日

深
夜
に
お
い
て

累
計
雨
量
四
七

五
㎜
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

三
． 

警
戒
支
部
設
置
と

　
　
和
良
川
護
岸
崩
落

　
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
七
月
四
日
、
郡
上
市
で

は
十
六
時
五
分
に
大
雨
警
報
、
十
九
時
二
十
一
分
に
は

洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
洪
水
警
報
は
二
十
三

時
二
十
三
分
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
国
道
や

東
海
北
陸
道
な
ど
で
通
行
止
め
が
出
さ
れ
、
五
日
十
九

時
に
郡
上
市
は
警
戒
体
制
に
入
り
、
和
良
振
興
事
務
所

で
も
事
務
所
待
機
な
ど
警
戒
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
十

九
時
三
十
六
分
に
は
再
び
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
二

十
二
時
三
十
分
に
郡
上
市
は
警
戒
本
部
体
制
に
移
行

し
、
和
良
振
興
事
務
所
に
も
警
戒
支
部
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
警
戒
支
部
で
は
、
総
務
班
・
救
護
班
・
活
動
班
で
業

務
を
分
担
し
て
対
応
し
ま
す
。
総
務
班
は
、
災
害
情
報

の
収
集
及
び
報
告
、
避
難
の
勧
告
・
指
示
、
関
係
部
署

と
の
連
絡
調
整
な
ど
が
任
務
で
、
主
な
関
係
部
署
は
本

部
・
各
班
・
自
治
会
・
消
防
方
面
隊
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
救
護
班
は
、
避
難
所
の
開
設
・
管
理
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
、
要
配
慮
者
対
応
な

ど
に
あ
た
り
ま
す
。
活
動
班
は
、
交
通
不
能
箇
所
の
調

査
及
び
交
通
規
制
な
ど
の
対
応
、
水
位
確
認
な
ど
水
防

に
関
す
る
対
応
、
様
々
な
施
設
の
災
害
対
応
に
関
す
る

こ
と
な
ど
現
地
に
赴
く
任
務
の
多
く
を
担
当
し
ま
す
。

　
支
部
設
置
か
ら
間
も
な
い
二
十
三
時
五
十
分
、
避
難

所
の
開
設
準
備
に
か
か
り
、
翌
六
日
早
々
に
準
備
が
完

了
し
ま
し
た
が
、
一
時
三
十
分
に
は
全
避
難
所
が
撤
収

し
ま
し
た
。
二
時
に
は
警
戒
支
部
が
解
散
し
、
四
時
四

十
五
分
に
は
洪
水
警
報
が
解
除
さ
れ
、
豪
雨
は
終
息
す

る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
十
時
二
十
八
分
に
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、

十
二
時
五
十
分
に
は
異
例
の
大
雨
特
別
警
報
が
郡
上
市

に
出
さ
れ
、
郡
上
市
は
再
度
警
戒
本
部
体
制
に
移
行
、

警
戒
支
部
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
和
良
支
部
で
は
、
十

五
時
に
五
カ
所
の
避
難
所
開
設
を
終
え
職
員
を
配
置
し

ま
し
が
、
避
難

勧
告
は
出
さ
れ

ず
、
自
主
避
難

す
る
住
民
を
受

け

入

れ

ま

し

た
。
こ
の
間
に

も

降

雨

は

続

き
、
八
日
二
時

頃
に
は
住
民
か

ら
水
路
の
水
が

溢
れ
て
い
る
と

の
通
報
や
、
本

部
か
ら
杉
峠
に

て
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
た
と
の

連
絡
が
入
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
二
時

四
十
五
分
に
は
、

住
民
か
ら
郡
上

市
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
の
護
岸

が
崩
落
し
て
お

り
、
危
険
な
状
態
と
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
、
和
良
川
に
沿
っ
て
和
良
振
興
事
務
所
庁
合
に
隣

接
す
る
建
物
で
し
た
か
ら
、
す
ぐ
に
確
認
す
る
と
、
建

物
の
基
礎
部
分
が
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う
に
崩
れ
て
い
ま
し

た
。

　
非
常
に
危
険
と
判
断
し
、
至
急
避
難
す
る
よ
う
に
伝

え
ま
し
た
が
、
深
夜
で
も
あ
り
人
手
が
足
り
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
消
防
団
に
援
助
を
依
頼
し
ま
し
た
。
五
分

後
に
は
庁
舎
裏
手
の
護
岸
が
崩
れ
だ
し
、
手
す
り
・
ガ

ス
ボ
ン
ベ
・
自
家
発
電
装
置
な
ど
が
河
川
に
滑
り
落
ち

始
め
ま
し
た
。
庁
合
の
倒
壊
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

重
要
書
類
や
貴
重
品
を
駐
車
場
側
壁
面
に
運
び
、
庁
合

玄
関
前
で
災
害
警
戒
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
和
良
川
は
氾
濫
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
水
位

に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
庁
合
で
警
戒
対
応
に
あ
た
っ
て

い
た
職
員
に
と
っ
て
も
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
い
出

来
事
で
し
た
。
後
の
計
測
で
、
崩
落
は
延
長
二
八
七
ｍ

に
及
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
三
時
十
分
に
は
大

雨
特
別
警
報
が
解
除
、
十
五
分
に
は
洪
水
警
報
も
解
除

と
な
り
、
十
七
時
三
十
分
に
郡
上
市
警
戒
本
部
体
制
解

除
に
伴
い
、
警
戒
支
部
も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

四
． 
豪
雨
災
害
が
残
し
た

　
　
夜
間
避
難
の
課
題

　
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
三
十

年
七
月
豪
雨
は
、
夜
間
の
避
難
勧
告
と
い
う
悩
ま
し
い

課
題
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
避
難
指
示
・
勧
告
は
地
域

の
特
性
を
知
る
市
町
村
が
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
気
象
状
況
に
よ
っ
て
被
災
す
る
可
能
性
の
あ
る

地
域
に
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
自
治
体
の
使
命

で
す
が
、
夜
間
に
豪
雨
の
な
か
自
宅
を
出
て
避
難
所
に

向
か
う
の
は
、
か
え
っ
て
危
険
な
行
動
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で
は
、
多
く
の
自
治
体
が
、

大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
て
も
夜
間
の
避
難
指
示
を

た
め
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
国
は
、
明
る
い
う

ち
の
早
め
の
避
難
、
避
難
所
に
こ
だ
わ
ら
ず
近
く
の
安

全
な
場
所
へ
避
難
、
家
の
な
か
で
の
垂
直
避
難
な
ど
、

置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
が
困
難
と
な

る
前
に
避
難
を
促
す
た
め
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年

五
月
に
警
戒
レ
ベ
ル
の
設
定
を
改
正
し
て
避
難
勧
告
を

廃
止
し
、
早
い
段
階
で
避
難
指
示
を
出
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
和
良
振
興
事
務
所
で
は
令
和
三

（
二
〇
二
一
）
年
六
月
七
日
に
「
災
害
対
策
本
部
和
良
支

部
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
、
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
、

応
急
対
策
が
速

や
か
に
実
施
で

き
る
よ
う
活
動

内
容
を
確
認
す

る

と

と

も

に
、

職
員
の
基
礎
知

識
及
び
能
力
の

向

上

を

図

り
、

今
後
の
災
害
発

生
に
備
え
て
い

ま
す
。

わ
　
　
ら
　

が
わ
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か

く
ら
が
わ

お
ん
だ
に
が
わ

ど
き
ょ
う

が
わ



　
船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
本
号
か
ら
四
回
に
渡
り
、
船
頭
平
閘
門
の
設

置
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
紹
介
し

ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第一編

閘門設置請願を主導した

佐藤義一郎と椙村保寿

一
． 

は
じ
め
に

　
第
一
回
目
の
一
一
九
号
で
は
、
今
回
の
調
査
で
盲

傑
椙
村
保
寿
が
閘
門
設
置
の
請
願
運
動
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ

た
後
、
朝
敵
と
さ
れ
減
封
な
ど
の
処
罰
を
受
け
て
い

た
桑
名
藩
の
救
済
の
た
め
に
嘆
願
運
動
を
共
に
行
っ

た
佐
藤
義
一
郎
と
椙
村
保
寿
の
履
歴
を
述
べ
、
内
務

省
が
明
治
改
修
計
画
当
初
に
想
定
し
た
逆
川
で
の
閘

門
設
置
場
所
が
、
木
曽
三
川
下
流
部
で
の
舟
運
に
は

不
適
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
述
し
ま
す
。

　
第
二
回
目
の
一
二
〇
号
で
は
、
木
曽
川
と
他
河
川

と
の
舟
運
連
絡
路
（
小
江
）
締
切
り
計
画
が
発
表
さ

れ
た
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
、
佐
藤
義
一
郎

ら
桑
名
米
穀
商
は
内
務
省
に
よ
る
桑
名
城
旧
濠
の
貯

木
場
化
を
推
進
さ
せ
、
旧
濠
と
現
名
古
屋
市
熱
田
区

の
白
鳥
貯
木
場
を
結
ぶ
舟
運
路
の
必
要
性
を
増
加
さ

せ
た
こ
と
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
県
会
議
員
の
椙

村
保
寿
に
よ
る
明
治
改
修
計
画
へ
の
県
会
で
の
議
論

や
閘
門
設
置
に
関
す
る
県
側
の
考
え
を
概
観
し
ま
す
。

そ
の
後
、
県
を
退
職
し
て
諸
戸
清
六
の
会
社
に
入
っ

た
小
池
正
一
が
、
佐
藤
や
椙
村
と
共
に
上
京
し
て
閘

門
設
置
の
請
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
記
述
し
ま
す
。

　
第
三
回
目
の
一
二
一
号
で
は
、
日
清
戦
争
の
後
に

再
び
帝
国
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
請
願
書
が
政
府
に
採

択
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
の
議
会
報
告
書
に

基
づ
い
て
記
述
し
ま
す
。

　
最
後
の
第
四
回
目
一
二
二
号
で
は
、
当
初
設
置
を

希
望
し
た
三
カ
所
で
は
な
く
、
立
田
村
大

字
船
頭
平
地
内
に
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
経

緯
、
ま
た
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年

頃
に
以
前
否
決
さ
れ
た
鰻
江
川
と
青
鷺
川

地
点
で
の
閘
門
設
置
要
望
が
再
度
帝
国
議

会
に
提
出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
幻
の
閘

門
」
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

二
．
維
新
前
後
の
桑
名

　
幕
領
や
旗
本
領
か
ら
の
年
貢
米
は
木
曽

が
発
行
し
た
『
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設
立
請
願
書
』

の
奥
付
に
椙
村
（
杉
村
と
記
す
）
の
名
を
見
つ
け
ま

し
た
。
通
常
の
奥
付
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
の
下
段
付
近

に
比
較
的
大
き
な
文
字
で
、
書
名
・
著
者
名
、
発
行
者
・

発
行
年
等
が
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
奥
付
は
綴

じ
代
付
近
に
小
さ
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
維
新
資
料
と

し
て
全
盲
の
椙
村
か
ら
聞
き
取
り
書
き
を
し
た
『
微
効

史
談
』
に
、
椙
村
は
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
十

月
に
閘
門
設
置
請
願
の
代
表
者
に
な
っ
て
上
京
し
、
内

務
省
の
古
市
公
威
土
木
局
長
や
内
務
次
官
松
岡
康
毅

に
会
っ
て
同
意
を
得
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
椙
村
は
閘
門
設
置
運
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の

で
し
た
。

　
な
お
、
保
寿
の
読
み
は
、
『
藤
原
町
史
』
は
「
や
す

か
ず
」
、『
戊
辰
戦
争
と
「
朝
敵
」
藩
』
は
「
や
す
と
し
」
、

『
伊
勢
新
聞
』
は
「
ほ
じ
ゅ
」
と
記
し
て
い
ま
す
が
、

本
稿
で
は
「
や
す
か
ず
」
と
記
述
し
ま
す
。

四
．
佐
藤
義
一
郎
と
椙
村
保
寿
の

　
　
経
歴

　
こ
こ
で
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
尽
力
し
た
佐
藤

義
一
郎
と
椙
村
保
寿
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
概
観

し
て
お
き
ま
す
。

　
佐
藤
と
椙
村
は
、
朝
敵
と
さ
れ
た
桑
名
藩
主
松
平

定
敬
の
名
誉
を
回
復
す
る
た
め
の
嘆
願
運
動
を
共
に

行
っ
た
仲
で
し
た
。
つ
ま
り
、
椙
村
は
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
（
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
三
日
～
六
日
）

に
敗
れ
、
「
朝
敵
」
の
汚
名
を
被
っ
た
藩
主
の
嘆
願
運

動
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
佐
藤
も
椙
村
と
共
に
明

治
元
（
一
八
六
八
）
年
十
二
月
に
嘆
願
の
た
め
に
上

京
し
て
い
ま
し
た
。

　

四―

一
．
佐
藤
義
一
郎

　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
二
～
一
九
〇
四
）

　
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
海
津
郡
南
濃
町
太
田

の
河
合
孫
大
夫
高
敏
が
、
桑
名
・
町
年
寄
（
町
役
人

の
筆
頭
）
で
あ
っ
た
廻
船
問
屋
「
港
屋
」
の
佐
藤
孫

衛
門
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
孫
大
夫
は
息
子
を
五
人
儲

け
ま
し
た
が
、
長
男
か
ら
三
男
ま
で
は
夭
逝
し
、
家

督
を
継
い
だ
四
男
・
東
太
郎
も
早
逝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
東
太
郎
の
弟
で
孫
大
夫
の
五
男
・
義

一
郎
が
、
幼
く
し
て
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
義
一
郎
は
自
身
の
『
桑
名
銀
行
沿
革
畧
記
』
で
、

兄
の
佐
藤
東
太
郎
他
六
名
が
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）

年
に
桑
名
藩
が
設
置
し
た
御
内
用
係
の
肝
煎
り
（
世

話
人
）
に
取
り
立
て
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
佐
藤
翁
彰
徳
碑
」
の
碑
文
に
は
、
兄

東
太
郎
は
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
死
去
し
た

と
記
さ
れ
て
お

り
、
記
述
に
矛

盾
が
あ
り
ま
す

が
、
東
太
郎
の

後
を
継
い
だ
義

一
郎
は
早
く
か

ら
御
内
用
係
に

携
わ
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
御
内

用
係
と
は
、
町

人
の
醵
出
金
を

低
利
で
桑
名
藩

に
融
資
し
、
毎
年
末
に
元
金
に
利
息
を
加
え
て
返
済

を
受
け
る
仕
事
で
、
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
藩
主
松

平
定
敬
の
財
政
支
援
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
な
お
「
御
内
用
会
所
」
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
に
市
中
商
家
へ
の
低
利
の
貸
し
出
し
も
開
始
し
た
、

言
わ
ば
現
代
の
銀
行
組
織
で
し
た
。

　
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
廃
藩
置
県
後
、
義
一

郎
は
家
長
の
地
位
を
東
太
郎
の
息
子
孫
右
衛
門
に
譲

り
、
自
身
は
分
家
し
ま
し
た
。

　
義
一
郎
は
、
上
述
し
た
「
御
内
用
会
所
」（
明
治
七
（
一

八
七
四
）
年
に
融
通
会
所
と
改
称
、
明
治
二
十
六
（
一

八
九
三
）
年
に
㈱
桑
名
銀
行
創
立
。
頭
取
と
な
る
）

の

采

配

を

振

る

い
、
明

治

七
（
一

八
七
四
）
年
に
は

三
重
県
下
で
最
初

の
桑
名
病
院
を
発

足
、
明
治
十
一
（
一

八
七
八
）
年
に
は

内
務
省
に
よ
る
桑

名
城
址
の
買
収
に

尽
力
し
、
明
治
二

十
九
（
一
八
九
六
）

年
に
は
宮
内
省
御

料
局
よ
り
桑
名
城

址
の
二
之
丸
、
三

之

丸

を

借

地

し

て
、
桑
名
紡
績
所

（
後
の
三
重
・
東
洋
紡
績
）
の
創
立
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
義
一
郎
は
由
緒
あ
る
桑
名
米
取
引
業

界
で
、
米
商
会
時
代
（
明
治
十
（
一
八

七
七
）
年
～
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
）

は
重
役
、
そ
の
後
の
米
穀
取
引
所
時
代

の
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
～
三

十
五
（
一
九
〇
二
）
年
は
理
事
長
を
勤

め
て
い
ま
し
た
。

　
義
一
郎
の
人
柄
に
つ
い
て
、
歌
舞
伎

役
者
を
評
す
る
「
役
者
評
判
記
」
を
模

し
た
『
勢
伊
志
記
顔
見
立
評
判
記
』
は
、
「
任
侠
と
言

う
に
あ
ら
ね
ど
、
桑
名
切
っ
て
の
大
達
者
」
と
評
し

て
い
ま
す
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
、
桑
名
町
民

は
同
人
と
縁
深
い
藩
公
の
菩
提
寺
で
あ
る
照
源
寺
に
、

市
内
最
大
の
彰
徳
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

四―

二
．
椙
村
保
寿

　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
七
～
一
九
一
八
）

　
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
、
椙
村
保
寿
は
現
い
な

べ
市
藤
原
町
市
場
の
九
代
目
庄
屋
椙
山
佐
九
郎
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
生
後
十
日
程
で
盲
目

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
椙
村
は
、
「
椙
山
」

三
川
を
下
っ
て
桑
名
港
へ
運
ば
れ
、
桑
名
か
ら
海
上

で
江
戸
や
大
阪
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
桑
名

の
米
は
単
な
る
現
物
取
引
よ
り
も
投
機
物
と
化
し
、

天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
は
米
市
場
が
創
立
さ
れ
、

そ
れ
以
来
、
桑
名
の
米
穀
業
界
は
明
治
十
（
一
八
七
七
）

年
に
㈱
米
商
会
、
同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
米

穀
取
引
所
へ
と
体
制
を
替
え
て
賑
わ
い
、
昭
和
六
（
一

九
三
一
）
年
に
米
穀
取
引
所
は
解
散
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
曽
三
川
上
流
域
か
ら
桑
名
へ
筏
で
流
送
さ
れ
て
き

た
木
材
も
、
桑
名
か
ら
各
地
へ
舟
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
米
問
屋
、
材
木
業
者
、
廻
船
問
屋
、
倉
庫
業
者
が

多
く
集
ま
っ
た
桑
名
に
は
、
桑
名
港
で
の
活
動
を
中

心
と
し
た
商
人
た
ち
が
町
役
人
（
町
政
運
営
に
あ
た
っ

た
町
奉
行
支
配
下
の
町
人
）
を
組
織
し
、
一
定
の
自

治
権
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
「
東
京
遷
都
」
と
翌
三
（
一

八
七
〇
）
年
の
四
日
市
・
横
浜
間
の
蒸
気
船
に
よ
る

定
期
航
路
開
通
に
よ
り
、
桑
名
を
通
る
旅
人
は
次
第

に
減
少
し
ま
し
た
が
、
舟
運
は
依
然
と
し
て
活
発
で
、

桑
名
港
は
物
資
の
集
積
・
分
散
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

三
．
奥
付
に
記
さ
れ
た
椙
村
保
寿

　
以
下
に
、
調
査
時
に
お
け
る
椙
村
保
寿
と
の
度
重

な
る
幸
運
な
出
会
い
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
佐
藤
義
一
郎
ら
に
よ

る
閘
門
請
願
運
動
を
調
べ
て
い
る
と
、
伊
勢
新
聞
社

ぎ　　　　　いち　　　　ろう やす　　　　かず

お
　
え

あ
お
さ
ぎ

て
ん
め
い

こ
う
　
い

や
す
た
け

さ
だ
あ
き

け
い
お
う

ぶ
ん
　
か

て
ん
ぽ
う

ご
　
な
い
よ
う
か
か
り

き
ょ
し
ゅ
つ

き
ん

ご
　
な
い
よ
う
か
い
し
ょ

こ
う
　
か

船頭平閘門

請願書奥付に記載された椙村(杉村)

の名前〈出典：木曽揖斐両川間閘門

設立請願書〉

桑名松平家の菩提寺：照源寺の門前

にある「佐藤翁彰徳碑」

佐藤義一郎〈提供：サンジルシ醸造株式会社〉

椙村保寿〈出典：桑名開城秘話・藤原の先賢〉
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
本
号
か
ら
四
回
に
渡
り
、
船
頭
平
閘
門
の
設

置
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
紹
介
し

ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第一編

閘門設置請願を主導した

佐藤義一郎と椙村保寿

一
． 

は
じ
め
に

　
第
一
回
目
の
一
一
九
号
で
は
、
今
回
の
調
査
で
盲

傑
椙
村
保
寿
が
閘
門
設
置
の
請
願
運
動
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ

た
後
、
朝
敵
と
さ
れ
減
封
な
ど
の
処
罰
を
受
け
て
い

た
桑
名
藩
の
救
済
の
た
め
に
嘆
願
運
動
を
共
に
行
っ

た
佐
藤
義
一
郎
と
椙
村
保
寿
の
履
歴
を
述
べ
、
内
務

省
が
明
治
改
修
計
画
当
初
に
想
定
し
た
逆
川
で
の
閘

門
設
置
場
所
が
、
木
曽
三
川
下
流
部
で
の
舟
運
に
は

不
適
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
述
し
ま
す
。

　
第
二
回
目
の
一
二
〇
号
で
は
、
木
曽
川
と
他
河
川

と
の
舟
運
連
絡
路
（
小
江
）
締
切
り
計
画
が
発
表
さ

れ
た
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
、
佐
藤
義
一
郎

ら
桑
名
米
穀
商
は
内
務
省
に
よ
る
桑
名
城
旧
濠
の
貯

木
場
化
を
推
進
さ
せ
、
旧
濠
と
現
名
古
屋
市
熱
田
区

の
白
鳥
貯
木
場
を
結
ぶ
舟
運
路
の
必
要
性
を
増
加
さ

せ
た
こ
と
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
県
会
議
員
の
椙

村
保
寿
に
よ
る
明
治
改
修
計
画
へ
の
県
会
で
の
議
論

や
閘
門
設
置
に
関
す
る
県
側
の
考
え
を
概
観
し
ま
す
。

そ
の
後
、
県
を
退
職
し
て
諸
戸
清
六
の
会
社
に
入
っ

た
小
池
正
一
が
、
佐
藤
や
椙
村
と
共
に
上
京
し
て
閘

門
設
置
の
請
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
記
述
し
ま
す
。

　
第
三
回
目
の
一
二
一
号
で
は
、
日
清
戦
争
の
後
に

再
び
帝
国
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
請
願
書
が
政
府
に
採

択
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
の
議
会
報
告
書
に

基
づ
い
て
記
述
し
ま
す
。

　
最
後
の
第
四
回
目
一
二
二
号
で
は
、
当
初
設
置
を

希
望
し
た
三
カ
所
で
は
な
く
、
立
田
村
大

字
船
頭
平
地
内
に
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
経

緯
、
ま
た
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年

頃
に
以
前
否
決
さ
れ
た
鰻
江
川
と
青
鷺
川

地
点
で
の
閘
門
設
置
要
望
が
再
度
帝
国
議

会
に
提
出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
幻
の
閘

門
」
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

二
．
維
新
前
後
の
桑
名

　
幕
領
や
旗
本
領
か
ら
の
年
貢
米
は
木
曽

が
発
行
し
た
『
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設
立
請
願
書
』

の
奥
付
に
椙
村
（
杉
村
と
記
す
）
の
名
を
見
つ
け
ま

し
た
。
通
常
の
奥
付
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
の
下
段
付
近

に
比
較
的
大
き
な
文
字
で
、
書
名
・
著
者
名
、
発
行
者
・

発
行
年
等
が
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
奥
付
は
綴

じ
代
付
近
に
小
さ
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
維
新
資
料
と

し
て
全
盲
の
椙
村
か
ら
聞
き
取
り
書
き
を
し
た
『
微
効

史
談
』
に
、
椙
村
は
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
十

月
に
閘
門
設
置
請
願
の
代
表
者
に
な
っ
て
上
京
し
、
内

務
省
の
古
市
公
威
土
木
局
長
や
内
務
次
官
松
岡
康
毅

に
会
っ
て
同
意
を
得
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
椙
村
は
閘
門
設
置
運
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の

で
し
た
。

　
な
お
、
保
寿
の
読
み
は
、
『
藤
原
町
史
』
は
「
や
す

か
ず
」
、『
戊
辰
戦
争
と
「
朝
敵
」
藩
』
は
「
や
す
と
し
」
、

『
伊
勢
新
聞
』
は
「
ほ
じ
ゅ
」
と
記
し
て
い
ま
す
が
、

本
稿
で
は
「
や
す
か
ず
」
と
記
述
し
ま
す
。

四
．
佐
藤
義
一
郎
と
椙
村
保
寿
の

　
　
経
歴

　
こ
こ
で
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
尽
力
し
た
佐
藤

義
一
郎
と
椙
村
保
寿
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
概
観

し
て
お
き
ま
す
。

　
佐
藤
と
椙
村
は
、
朝
敵
と
さ
れ
た
桑
名
藩
主
松
平

定
敬
の
名
誉
を
回
復
す
る
た
め
の
嘆
願
運
動
を
共
に

行
っ
た
仲
で
し
た
。
つ
ま
り
、
椙
村
は
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
（
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
三
日
～
六
日
）

に
敗
れ
、
「
朝
敵
」
の
汚
名
を
被
っ
た
藩
主
の
嘆
願
運

動
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
佐
藤
も
椙
村
と
共
に
明

治
元
（
一
八
六
八
）
年
十
二
月
に
嘆
願
の
た
め
に
上

京
し
て
い
ま
し
た
。

　

四―

一
．
佐
藤
義
一
郎

　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
二
～
一
九
〇
四
）

　
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
海
津
郡
南
濃
町
太
田

の
河
合
孫
大
夫
高
敏
が
、
桑
名
・
町
年
寄
（
町
役
人

の
筆
頭
）
で
あ
っ
た
廻
船
問
屋
「
港
屋
」
の
佐
藤
孫

衛
門
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
孫
大
夫
は
息
子
を
五
人
儲

け
ま
し
た
が
、
長
男
か
ら
三
男
ま
で
は
夭
逝
し
、
家

督
を
継
い
だ
四
男
・
東
太
郎
も
早
逝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
東
太
郎
の
弟
で
孫
大
夫
の
五
男
・
義

一
郎
が
、
幼
く
し
て
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
義
一
郎
は
自
身
の
『
桑
名
銀
行
沿
革
畧
記
』
で
、

兄
の
佐
藤
東
太
郎
他
六
名
が
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）

年
に
桑
名
藩
が
設
置
し
た
御
内
用
係
の
肝
煎
り
（
世

話
人
）
に
取
り
立
て
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
佐
藤
翁
彰
徳
碑
」
の
碑
文
に
は
、
兄

東
太
郎
は
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
死
去
し
た

と
記
さ
れ
て
お

り
、
記
述
に
矛

盾
が
あ
り
ま
す

が
、
東
太
郎
の

後
を
継
い
だ
義

一
郎
は
早
く
か

ら
御
内
用
係
に

携
わ
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
御
内

用
係
と
は
、
町

人
の
醵
出
金
を

低
利
で
桑
名
藩

に
融
資
し
、
毎
年
末
に
元
金
に
利
息
を
加
え
て
返
済

を
受
け
る
仕
事
で
、
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
藩
主
松

平
定
敬
の
財
政
支
援
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
な
お
「
御
内
用
会
所
」
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
に
市
中
商
家
へ
の
低
利
の
貸
し
出
し
も
開
始
し
た
、

言
わ
ば
現
代
の
銀
行
組
織
で
し
た
。

　
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
廃
藩
置
県
後
、
義
一

郎
は
家
長
の
地
位
を
東
太
郎
の
息
子
孫
右
衛
門
に
譲

り
、
自
身
は
分
家
し
ま
し
た
。

　
義
一
郎
は
、
上
述
し
た
「
御
内
用
会
所
」（
明
治
七
（
一

八
七
四
）
年
に
融
通
会
所
と
改
称
、
明
治
二
十
六
（
一

八
九
三
）
年
に
㈱
桑
名
銀
行
創
立
。
頭
取
と
な
る
）

の

采

配

を

振

る

い
、
明

治

七
（
一

八
七
四
）
年
に
は

三
重
県
下
で
最
初

の
桑
名
病
院
を
発

足
、
明
治
十
一
（
一

八
七
八
）
年
に
は

内
務
省
に
よ
る
桑

名
城
址
の
買
収
に

尽
力
し
、
明
治
二

十
九
（
一
八
九
六
）

年
に
は
宮
内
省
御

料
局
よ
り
桑
名
城

址
の
二
之
丸
、
三

之

丸

を

借

地

し

て
、
桑
名
紡
績
所

（
後
の
三
重
・
東
洋
紡
績
）
の
創
立
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
義
一
郎
は
由
緒
あ
る
桑
名
米
取
引
業

界
で
、
米
商
会
時
代
（
明
治
十
（
一
八

七
七
）
年
～
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
）

は
重
役
、
そ
の
後
の
米
穀
取
引
所
時
代

の
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
～
三

十
五
（
一
九
〇
二
）
年
は
理
事
長
を
勤

め
て
い
ま
し
た
。

　
義
一
郎
の
人
柄
に
つ
い
て
、
歌
舞
伎

役
者
を
評
す
る
「
役
者
評
判
記
」
を
模

し
た
『
勢
伊
志
記
顔
見
立
評
判
記
』
は
、
「
任
侠
と
言

う
に
あ
ら
ね
ど
、
桑
名
切
っ
て
の
大
達
者
」
と
評
し

て
い
ま
す
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
、
桑
名
町
民

は
同
人
と
縁
深
い
藩
公
の
菩
提
寺
で
あ
る
照
源
寺
に
、

市
内
最
大
の
彰
徳
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

四―

二
．
椙
村
保
寿

　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
七
～
一
九
一
八
）

　
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
、
椙
村
保
寿
は
現
い
な

べ
市
藤
原
町
市
場
の
九
代
目
庄
屋
椙
山
佐
九
郎
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
生
後
十
日
程
で
盲
目

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
椙
村
は
、
「
椙
山
」

三
川
を
下
っ
て
桑
名
港
へ
運
ば
れ
、
桑
名
か
ら
海
上

で
江
戸
や
大
阪
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
桑
名

の
米
は
単
な
る
現
物
取
引
よ
り
も
投
機
物
と
化
し
、

天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
は
米
市
場
が
創
立
さ
れ
、

そ
れ
以
来
、
桑
名
の
米
穀
業
界
は
明
治
十
（
一
八
七
七
）

年
に
㈱
米
商
会
、
同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
米

穀
取
引
所
へ
と
体
制
を
替
え
て
賑
わ
い
、
昭
和
六
（
一

九
三
一
）
年
に
米
穀
取
引
所
は
解
散
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
曽
三
川
上
流
域
か
ら
桑
名
へ
筏
で
流
送
さ
れ
て
き

た
木
材
も
、
桑
名
か
ら
各
地
へ
舟
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
米
問
屋
、
材
木
業
者
、
廻
船
問
屋
、
倉
庫
業
者
が

多
く
集
ま
っ
た
桑
名
に
は
、
桑
名
港
で
の
活
動
を
中

心
と
し
た
商
人
た
ち
が
町
役
人
（
町
政
運
営
に
あ
た
っ

た
町
奉
行
支
配
下
の
町
人
）
を
組
織
し
、
一
定
の
自

治
権
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
「
東
京
遷
都
」
と
翌
三
（
一

八
七
〇
）
年
の
四
日
市
・
横
浜
間
の
蒸
気
船
に
よ
る

定
期
航
路
開
通
に
よ
り
、
桑
名
を
通
る
旅
人
は
次
第

に
減
少
し
ま
し
た
が
、
舟
運
は
依
然
と
し
て
活
発
で
、

桑
名
港
は
物
資
の
集
積
・
分
散
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

三
．
奥
付
に
記
さ
れ
た
椙
村
保
寿

　
以
下
に
、
調
査
時
に
お
け
る
椙
村
保
寿
と
の
度
重

な
る
幸
運
な
出
会
い
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
佐
藤
義
一
郎
ら
に
よ

る
閘
門
請
願
運
動
を
調
べ
て
い
る
と
、
伊
勢
新
聞
社

ぎ　　　　　いち　　　　ろう やす　　　　かず

お
　
え

あ
お
さ
ぎ

て
ん
め
い

こ
う
　
い

や
す
た
け

さ
だ
あ
き

け
い
お
う

ぶ
ん
　
か

て
ん
ぽ
う

ご
　
な
い
よ
う
か
か
り

き
ょ
し
ゅ
つ

き
ん

ご
　
な
い
よ
う
か
い
し
ょ

こ
う
　
か

船頭平閘門

請願書奥付に記載された椙村(杉村)

の名前〈出典：木曽揖斐両川間閘門

設立請願書〉

桑名松平家の菩提寺：照源寺の門前

にある「佐藤翁彰徳碑」

佐藤義一郎〈提供：サンジルシ醸造株式会社〉

椙村保寿〈出典：桑名開城秘話・藤原の先賢〉

歴史記録歴史記録
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姓
が
高
名
な
椙
山
検
校
と
同
音
の
た
め
、
「
椙
村
」
に

改
姓
し
て
い
ま
し
た
。

　
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
の
十
一
歳
の
時
、
家
を

妹
に
譲
り
、
桑
名
に
出
て
、
勾
当
の
藤
橋
某
か
ら
音

曲
を
習
い
、
桑
名
藩
士
高
松
源
五
右
エ
門
（
後
の
陸

軍
大
将
・
立
見
尚
文
の
叔
父
）
の
門
に
入
り
、
古
今

の
典
籍
を
口
授
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
勾
当
と
は
、

盲
人
の
四
つ
の
位
階
（
検
校
、
別
当
、
勾
当
、
座
頭
）

の
一
つ
で
す
。

　
椙
村
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
三
重
県

会
議
員
に
選
出
さ
れ
、
同
十
四
（
一
八
八
一
）
年
と

十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
再
選
、
同
二
十
（
一
八
八
七
）

年
の
臨
時
県
会
で
は
明
治
改
修
問
題
に
取
り
組
み
、

同
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
ま
で
議
員
を
務
め
、
大

正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
一
月
十
六
日
に
病
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
墓
は
津
市
観
音
寺
町
の
偕
楽
霊
園

内
上
宮
寺
墓
域
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
「
椙
村
保
寿
顕
彰

碑
」
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
一
月
に
津
市
乙

部
浄
明
院
（
藤
堂
藩
主
の
菩
提
寺
で
江
戸
川
乱
歩
の

墓
も
あ
る
）
の
境
内
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
九
月
に
は
嘆
願

運
動
の
功
績
に
対
し
、
椙
村
は
桑
名
藩
か
ら
賞
与
（
三

人
扶
持
）
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
．
閘
門
へ
の
デ
・
レ
イ
ケ
の
考
え

　
デ
・
レ
イ
ケ
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
二

月
二
十
三
日
か
ら
三
月
六
日
ま
で
木
曽
川
下
流
部
（
犬

山
～
津
島
）
の
踏
査
を
行
い
、
四
月
六
日
に
『
木
曽

川
下
流
の
概
説
書
』
を
内
務
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
、
立
田
輪
中
内
に
新
規
開
削
し
て
長

島
輪
中
の
東
側
を
流
下
す
る
新
木
曽
川
は
、
左
派
川

佐
屋
川
や
筏
川
を
締
切
っ
て
独
立
し
た
一
本
の
川
と

し
、
最
下
流
部
で
木
曽
川
と
東
西
方
向
に
交
わ
る
鰻

江
川
・
青
鷺
川
・
白
鷺
川
を
締
切
る
計
画
で
し
た
。

　
ま
た
同
報
告
書
で
は
閘
門
設
置
に
関
し
て
、
「
木
曽

川
卜
他
ノ
両
河
ト
ノ
間
二
通
船
等
ノ
為
常
二
河
水
ノ

流
通
ヲ
許
サ
ズ
、
唯｢

シ
キ
ユ
ッ
ト
ス
ロ
イ
ス｣

（
通
船

ノ
度
毎
二
開
閉
ス
ル
樋
門
）
ヲ
用
ヒ
テ
此
ノ
通
路
ヲ

得
ル
ノ
ミ
」
と
述
べ
、
木
曽
川
と
長
良
川
の
通
舟
に

閘
門
は
必
要
で
あ
る
が
、
「
此
ノ
樋
門
ハ
通
船
ノ
為
最

モ
便
利
ナ
ル
場
所
ヲ
撰
ミ
後
日
築
設
ス
ル
ヲ
得
ル
」

と
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、
改
修
工
事
以

後
で
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

六
．
内
務
省
に
よ
る
当
初
の

　
　
閘
門
設
置
場
所

　
閘
門
設
置
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
『
帝
国
議
会
提

出
木
曽
川
改
修
工
事
説
明
書
』
に
、
「
木
曽
川
上
流
の

貨
物
を
揖
斐
川
下
流
に
在
る
桑
名
に
運
輸
す
る
に
は

竹
ヶ
鼻
近
傍
に
在
る
逆
川
に
閘
門
を
設
け
長
良
川
を

利
用
せ
る
運
搬
が
大
い
に
便
利
に
な
る
と
信
ず
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
残
念
に
も
上
記
報
告
書
の

出
版
年
と
著
者
名
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　
つ
ま
り
内
務
省
は
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
の

薩
摩
藩
御
手
伝
普
請
の
際
に
締
切
っ
て
悪
水
路
と

な
っ
た
旧
逆
川
（
北
流
す
る
の
で
「
逆
川
」
と
命
名
）

の
木
曽
川
右
岸
分
派
口
（
羽
島
市
下
中
町
加
賀
野
井
、

東
海
道
新
幹
線
の
木
曽
川
橋
付
近
）
に
閘
門
を
設
け
、

逆
川
が
北
流
し
て
羽
島
市
小
熊
町
付
近
で
長
良
川
に

合
流
し
た
後
、
長
良
川
を
経
由
し
て
揖
斐
川
河
口
部

に
至
る
航
路
を
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
閘
門
位
置
は
余
り
に
も
上
流
で
あ

り
、
木
曽
川⇒

逆
川⇒

長
良
川⇒

揖
斐
川
の
経
路

で
は
、
河
口
部
に
集
積
す
る
物
資
量
が
限
ら
れ
、
さ

ら
に
最
下
流
部
で
木
曽
川
と
交
わ
る
連
絡
路
を
締
め

切
る
と
、
桑
名
・
名
古
屋
間
の
東
西
方
向
へ
の
運
搬

が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
場
所
で
の
閘
門
設
置
は
、
現
実
的

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
（
次
号
に
続
く
）

■
参
考
資
料

『
微
効
史
談
（
椙
村
保
寿
口
述
）
』 

　 

大
正
七
年

『
藤
原
町
史
』
平
成
四
年 

藤
原
町
町
史
編
纂
委
員
会

『
戊
辰
戦
争
と
「
朝
敵
」
藩
』 

二
〇
一
一
年

　
八
木
書
店
　
水
谷
憲
二

『
桑
名
市
史
補
編
』 

昭
和
六
十
二
年

桑
名
市
教
育
委
員
会

『
桑
名
銀
行
沿
革
畧
記
』 

明
治
二
十
七
年佐

藤
義
一
郎

『
勢
伊
志
記
顔
見
立
評
判
記
』 

明
治
二
十
八
年

川
口
滝
造

『
郷
土
先
賢
物
語
』 

昭
和
五
十
七
年
　 

三
輪
繁
市

『
帝
国
議
会
提
出
木
曽
川
改
修
工
事
説
明
書
』

 

　
年
月
・
著
者
不
明
　
木
曽
川
文
庫
蔵

か

え
い

こ
う
と
う

閘門設置を検討した逆川（茶色）
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木
曽
、
長
良
、
揖
斐
の
木
曽
三
川
、
こ
の
滔
々
た
る

豊
か
な
流
れ
は
、
今
日
東
海
道
新
幹
線
や
名
神
高
速
道

路
か
ら
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は
の
ど
か
な

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
木
曽
川
水
系
で
す
が
、
歴
史
上

幾
多
の
大
き
な
事
件
の
舞
台
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
武
士
の
時
代
の
訪
れ
を
決
定
づ
け
る
源
平
の
争
乱
、

鎌
倉
時
代
朝
廷
と
幕
府
が
争
っ
た
承
久
の
乱
、
豊
臣
政

権
を
支
え
る
石
田
三
成
ら
の
勢
力
と
徳
川
家
康
率
い
る

勢
力
が
激
突
し
た
関
ヶ
原
の
戦
い
、
日
本
史
上
国
の
仕

組
み
を
左
右
す
る
大
き
な
出
来
事
の
な
か
で
、
木
曽
川

水
系
は
主
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
通
し
て
、
木
曽
川
水

系
で
の
戦
い
が
果
た
し
た
役
割
を
考
察
し
ま
す
。

一
． 

治
承
・
寿
永
の
乱

　
　―

墨
俣
川
の
戦
い―

　
平
氏
政
権
の
末
期
、
約
六
年
に
わ
た
っ
て
展
開

し
た
、
い
わ
ゆ
る
源
平
の
戦
い
の
こ
と
を
今
日
、

治
承
・
寿
永
の
乱
と
呼
び
ま
す
。
源
平
の
戦
い
と

い
う
と
、
当
時
政
治
権
力
を
握
っ
て
い
た
平
氏
に

対
し
て
伊
豆
に
配
流
さ
れ
て
い
た
源
頼
朝
が
挙
兵

し
、
最
終
的
に
は
鎌
倉
幕
府
を
打
ち
建
て
た
戦
い

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
こ
う

し
た
単
純
な
対
立
構
造
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
後
白
河
法
皇
の
息
子
で
あ
る
以
仁
王
に

よ
っ
て
平
氏
追
討
の
令
旨
（
命
令
）
が
出
さ
れ
て
以

降
、
各
地
で
反
平
氏
の
狼
煙
が
上
が
り
ま
す
。
有

名
な
武
将
と
し
て
は
木
曽
を
拠
点
と
し
て
い
た
源

義
仲
が
浮
か
び
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の

反
平
氏
勢
力
が
蜂
起
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
源
行
家

（
源
為
義
の
十
男
）
が
い
ま
し
た
。
行
家
は
八
条
院

の
蔵
人
と
し
て
以
仁
王
の
令
旨
を
甥
・
頼
朝
に
伝

え
た
人
物
と
し
て
有
名
で
す
が
、
戦
乱
の
な
か
、

頼
朝
と
は
一
線
を
画
す
形
で
三
河
・
尾
張
に
地
歩

を
築
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年

三
月
十
日
源
行
家
は
、
甥
・
源
義
円
（
源
義
朝
八

男
・
頼
朝
弟
）
ら
と
共
に
墨
俣
の
地
で
京
か
ら
の
平

重
衡
ら
平
家
方
と
交
戦
し
惨
敗
を
喫
し
、
義
円
は

戦
死
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
を
墨
俣
川
の
戦
い
と

呼
び
ま
す
。

　
戦
乱
が
終
結
し
た
後
、
文
治
元
（
一
一
八
五
）
年

四
月
、
源
頼
朝
は
京
都
で
任
官
し
た
武
士
の 

「
墨
俣

以
東
」 

へ
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
て
い
ま
す
（
『
吾
妻

鏡
』
）
。
こ
れ
は
、
平
氏
追
討
の
後
、
後
白
河
院
と

接
近
し
無
断
で
朝
廷
か
ら
官
位
を
受
け
た
源
義
経

の
東
国
帰
還
を
阻
止
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時
墨
俣
が
、
東
国
と
西
国
を
分

け
る
境
界
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た

の
で
す
。

二
． 

承
久
の
乱
　

　
　―

木
曽
川
筋
で
の
戦
い―

　
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
、
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍

源
実
朝
暗
殺
の
混
乱
を
受
け
、
後
鳥
羽
上
皇
は
執

権
北
条
義
時
追
討
の
院
宣
（
命
令
）
を
下
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
鎌
倉
方
・
京
方
に
二
分
し
た

争
い
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鎌
倉
方
も

こ
れ
に
応
じ
、
北
陸
道
・
東
山
道
・
東
海
道
の
三

方
面
か
ら
約
一
九
〇
，
〇
〇
〇
の
勢
力
で
都
を
目
指

し
た
と
さ
れ
ま
す
。
出
遅
れ
の
目
立
つ
京
方
は
公

卿
僉
議
に
よ
っ
て
、
濃
尾
国
境
の
木
曽
川
を
第
一

の
防
衛
ラ
イ
ン
と
し
、
そ
れ
に
敗
れ
た
場
合
宇
治

川
の
勢
多
、
宇
治
を
第
二
の
防
衛
ラ
イ
ン
と
す
る

こ
と
を
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
木
曽
川
水
系
沿
い
に
は
、
鎌
倉
方

約
一
五
〇
，
〇
〇
〇
、
京
方
約
一
七
，
五
〇
〇
の
勢

力
が
終
結
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
当
時
こ
れ
だ
け
の

大
軍
が
動
員
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
で
す
が
、

天下分け目の木曽川水系
岐阜県博物館　副館長兼学芸部長　山田 昭彦

と
う

と
う

げ
ん

ぺ
い

じ
ょ
う
き
ゅ
う

じ
　
し
ょ
う

す
の

ま
た

じ
ゅ
　
え
い

ご
　
し
ら

か
わ

ほ
う

お
う

も
ち

ひ
と

お
う

り
ょ
う
　

じの
ろ
　
し

ゆ
き
い
え

た
め

よ
し

よ
り
と
も

ぎ
　
え
ん

よ
し

と
も

し
げ
ひ
ら

へ
い
　
け
　
が
た

ぶ
ん
　
じ

よ
し
つ
ね

ご
　
と
　

ば
　
じ
ょ
う
　
こ
う

さ
ね

と
も

よ
し

と
き

く

ぎ
ょ
う

せ
ん

ぎ

各務原市付近を流れる木曽川

左方が美濃、右方が尾張　〈提供：木曽川上流河川事務所〉

墨俣付近の長良川　中世後期まで、今の木曽川の本流でもあった

研究資料研究資料
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い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
地
で
大
き
な
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
美
濃
は
、
後
鳥
羽
院
の
分

国
で
あ
っ
た
た
め
東
濃
の
遠
山
氏
、
郡
上
の
鷲
見

氏
な
ど
を
除
き
、
美
濃
国
守
護
大
内
惟
義
を
は
じ

め
と
す
る
大
半
の
武
士
や
山
田
重
忠
な
ど
尾
張
の

武
士
の
一
部
も
、
京
方
に
味
方
す
る
こ
と
に
な
り
、

木
曽
川
水
系
右
岸
に
布
陣
し
ま
し
た
。

　
戦
い
は
六
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
木
曽
川

水
系
の
各
地
（
大
井
戸
・
鵜
沼
・
板
橋
・
池
瀬
・
摩

免
戸
・
食
・
洲
俣
・
市
脇
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
院

方
の
戦
線
の
不
統
一
が
目
立
つ
な
か
、
在
地
の
武

士
は
奮
戦
し
ま
し
た
が
、
鎌
倉
方
の
圧
倒
的
な
兵
力

の
前
に
す
べ
て
敗
れ
ま
し
た
。
特
に
、
食
・
洲
俣

の
二
カ
所
は
現
在
の
木
曽
川
で
は
な
く
、
か
つ
て

の
広
野
川
（
現
在
の
境
川
）
の
流
域
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
戦
い
は
旧
木
曽
川
河
道
を
挟
ん
で
の

戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
務
原
市
の
矢
熊
山
（
前
渡
不
動
山
）
に

は
承
久
の
乱
合
戦
供
養
塔
（
市
史
跡
）
が
祀
ら
れ
て

お
り
、
地
元
の
人
々
の
戦
死
者
へ
の
思
い
が
今
日

ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
． 

濃
州
関
ヶ
原
合
戦

　
　―

福
束
城
の
戦
い―

　
関
ヶ
原
の
戦
い
と
い
う
と
、
慶

長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
九
月
十
五
日

美
濃
国
不
破
郡
関
ヶ
原
の
地
に
お

い
て
、
わ
ず
か
一
日
で
決
着
が
着

い
た
戦
い
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、

実
は
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
お
よ
そ

一
カ
月
に
わ
た
り
、
美
濃
の
各
地

で
は
断
続
的
な
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
八
月
十
六
日
福
束

城
の
戦
い
、
二
十
二
日
木
曽
川
の

渡
河
戦
と
米
野
の
戦
い
、
竹
ヶ
鼻

城
の
戦
い
、
二
十
三
日
岐
阜
城
の

戦
い
、
河
渡
川
の
戦
い
、
九
月
一

～
四
日
の
郡
上
合
戦
、
九
月
十
四

日
の
杭
瀬
川
の
戦
い
と
続
き
、
最

終
的
に
関
ヶ
原
合
戦
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
一
連
の

濃
州
関
ヶ
原
合
戦
が
展
開
し
た
の

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
い
に
つ
い

て
、
東
西
両
軍
の
立
場
か
ら
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
先
ず
、
石
田
三
成
ら
を
中
心
と

す
る
西
軍
は
慶
長
五
年
八
月
初
頭

に
は
美
濃
を
押
さ
え
、
尾
張
へ
の

進
出
を
図
り
ま
す
が
失
敗
し
た
た

め
、
木
曽
水
系
を
防
衛
線
と
す
る

プ
ラ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
東
か
ら

犬
山
城
、
岐
阜
城
、
竹
ヶ
鼻
城
（
羽
島
市
）
、
福
束
城

（
輪
之
内
町
）
、
大
垣
城
が
並
び
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
徳
川
家
康
を
盟
主
と
す
る
東
軍

は
、
福
島
正
則
・
池
田
輝
政
ら
が
率
い
る
上
方
へ
の

先
遣
部
隊
が
尾
張
に
到
着
し
ま
す
が
、
徳
川
家
康
は

江
戸
に
留
ま
り
、
清
須
城
主
福
島
正
則
と
美
濃
松
ノ

木
城
主
徳
永
寿
昌
（
法
印
）
に
対
し
て
一
刻
も
早
く 

「
道
を
明
け
る
こ
と
」（
八
月
五
日
付 

「
其
道
筋
御
明

候
事
専
一
候
」
・
八
月
十
日
付 

「
道
御
明
候
様
専
一

候
」
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
家
康
書
状
）
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
近
江
を
経
て
上
方
に
向
か
う
、

後
の
中
山
道
に
相
当
す
る
大
動
脈
と
そ
の
周
辺
は
、

西
軍
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
伊
勢
路
に
つ
い
て
も
、
八
月
初
め
に
は
、
家

康
は
船
を
利
用
し
た
伊
勢
と
の
海
上
交
通
の
確
保

を
図
り
ま
す
が
、
五
日
に
は
毛
利
秀
元
、

吉
川
広
家
、
安
国
寺
恵
瓊
、
長
束
正
家
ら

の
い
わ
ゆ
る
西
軍
が
伊
勢
に
展
開
し
た
た

め
上
方
へ
の
交
通
、
連
絡
は
よ
り
一
層
困

難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
上
方
と
の
遮
断
は
、
信
濃
の

中
山
道
を
上
方
へ
と
向
か
う
徳
川
秀
忠
に

と
っ
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
り
、
秀
忠
は

八
月
十
三
日
、
尾
張
国
に
在
陣
す
る
浅
野

幸
長
、
一
柳
直
盛
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ 

「
然
者
上
方
之
様
子
如
何
、
承
度
存
候
」 

と
上
方
の
様
子
を
尋
ね
て
い
ま
す
（
徳
川

秀
忠
書
状
写
）
。
中
山
道
を
西
上
す
る
徳

川
秀
忠
も
同
様
に
、
西
軍
に
よ
っ
て
東
西

の
分
断
が
進
む
中
、
上
方
の
状
況
が
把
握

で
き
な
い
苦
境
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
東
西
激
突
の
嚆
矢
を

飾
っ
た
戦
い
が
、
福
束
城
の
戦
い
で
し

た
。
こ
の
戦
い
は
、
八
月
十
九
日
に
清
須

城
で
開
催
さ
れ
た
東
軍
の
軍
議
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
合
戦
に
先
立
ち
、
福
束
城
主
丸

毛
兼
利
は
東
軍
の
福
島
正
則
ら
の
誘
い
を
断
り
、
石

田
三
成
ら
の
西
軍
に
加
わ
り
ま
し
た
。
八
月
十
六
日
、

大
藪
村
、
大
榑
村
に
援
軍
の
大
垣
城
主
伊
藤
彦
兵
衛

尉
（
盛
正
）
、
長
松
城
主
武
光
棟
忠
ら
と
と
も
に
陣
を

敷
き
、
東
軍
今
尾
城
主
市
橋
長
勝
、
松
ノ
木
城
主
徳

永
寿
昌
の
軍
と
大
榑
川
を
挟
ん
で
対
峙
し
ま
し
た
が
、

夜
に
な
っ
て
市
橋
軍
の
一
部
が
福
束
領
内
に
侵
入
、

放
火
し
た
た
め
西
軍
の
援
軍
が
退
却
、
翌
十
七
日
に

は
丸
毛
軍
も
耐
え
き
れ
ず
福
束
城
を
捨
て
大
垣
城
に

退
き
ま
し
た
。

　
こ
の
福
束
城
合
戦
は
、
西
軍
が
構
築
し
た
木
曽
三

川
を
要
害
と
す
る
防
御
態
勢
や
東
西
を
分
断
し
た
情

報
統
制
に
対
し
て
、
風
穴
を
開
け
る
上
で
大 

き
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る

と
、
規
模
こ
そ
小
さ
い
の
で
す
が
、
木
曽
川
渡
河
戦

に
先
行
す
る
形
で
こ
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
意
義
が
確

認
で
き
ま
す
。

四
． 

濃
州
関
ヶ
原
合
戦

　
　―

米
野
の
戦
い
・
竹
ヶ
鼻
城

　
　
の
戦
い―

　
東
海
道
を
上
っ
た
い
わ
ゆ
る
東
軍
の
先
遣
隊
は
、

八
月
中
旬
福
島
正
則
の
居
城
、
清
須
城
に
集
結
し
ま

す
。
そ
の
後
、
福
束
城
の
合
戦
を
経
て
、
家
康
の
使

者
村
越
直
吉
を
交
え
た
軍
議
の
結
果
本
格
的
な
美
濃

攻
略
に
向
か
う
こ
と
が
決
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
諸

将
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
隊

は
、
三
河
吉
田
城
主
池
田
輝
政
を
中
心
と
し
、
浅
野

幸
長
、
山
内
一
豊
、
堀
尾
忠
氏
ら
、
小
田
原
合
戦
後

に
駿
河
・
遠
江
の
徳
川
旧
領
に
配
置
さ
れ
た
諸
将

が
、
二
十
二
日
岐
阜
城
主
織
田
秀
信
と
戦
い
（
木
曽

川
渡
河
の
戦
い
・
米
野
の
戦
い
）
ま
し
た
。
も
う
一

隊
は
福
島
正
則
を
中
心
と
し
て
、
加
藤
嘉
明
、
藤
堂

高
虎
ら
西
国
か
ら
東
軍
に
加
わ
っ
た
諸
将
が
、
同
二

十
二
日
西
軍
の
拠
点
の
一
つ
で
、
杉
浦
重
勝
を
城
主

と
す
る
竹
ヶ
鼻
城
を
攻
略
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
織
田
秀
信
は
岐
阜
城
に
籠
城
す
る
戦
法

を
取
ら
ず
、
国
境
の
木
曽
川
境
で
東
軍
を
迎
え
撃
つ

作
戦
を
取
り
ま
し
た
。
後
年
の
軍
記
に
は
「
若
年
の

秀
信
は
、
老
臣
の
唱
え
る
籠
城
策
を
と
ら
ず
押
し
出

し
た
た
め
滅
亡
に
至
っ
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま

す
が
、
東
軍
の
先
遣
隊
が
岐
阜
城
に
集
中
す
る
中
、

か
つ
て
斎
藤
道
三
が
尾
張
・
織
田
信
秀
と
の
間
で
繰

り
広
げ
た
局
地
戦
と
は
戦
い
の
ス
ケ
ー
ル
が
全
く
違

い
、
籠
城
に
よ
る
戦
局
打
開
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
織
田
秀
信
が
と
っ
た
戦
術
も
西
軍
の

大
規
模
な
援
軍
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
木
曽
川
の

渡
河
戦
か
ら
わ
ず
か
一
日
で
秀
信
は
降
伏
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
西
軍
の
木
曽
川
水
系
を
防
衛
線
と
す
る

プ
ラ
ン
は
、
十
分
な
支
援
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
戦
い

の
舞
台
は
西
美
濃
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
岐
阜
城
主
織
田
秀
信
は
、
尾
張
を
経
て
高
野
山
へ

と
送
ら
れ
間
も
な
く
病
死
、
信
長―

信
忠―

秀
信
と
続

く
織
田
家
正
嫡
の
系
譜
は
絶
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

五
． 

関
ヶ
原
合
戦

　
　―

犬
山
城
を
め
ぐ
る
攻
防―

　
慶
長
五
年
八
月
上
旬
、
尾
張
国
丹
羽
郡
犬
山
城

に
は
西
軍
の
諸
将
が
籠
城
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
木
曽
川
筋
で
の
防
衛
線
を
西
軍
が
意
図
し
た

と
す
れ
ば
、
一
点
大
き
な
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
そ

れ
は
、
犬
山
城
が
木
曽
川
左
岸
に
あ
り
、
尾
張
国

で
唯
一
の
西
軍
拠
点
に
な
る
こ
と
で
す
。
即
ち
木

曽
川
で
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
濃
側
か
ら

の
後
巻
（
援
軍
）
は
困
難
な
位
置
に
お
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
作
戦
が
取
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
西
軍

は
尾
張
へ
の
調
略
や
織
田
秀
信
等
の
尾
張
北
部
へ
の

進
出
な
ど
、
尾
張
側
へ
の
展
開
を
考
え
て
お
り
、

そ
れ
が
実
現
し
た
際
に
は
、
犬
山
城
の
存
在
は
大

き
な
一
手
と
な
る
は
ず
で
し
た
。
犬
山
城
主
石
川

光
吉
（
貞
清
）
の
も
と
に
加
勢
し
た
諸
将
と
し
て

は
、
稲
葉
貞
通
・
典
通
親
子
（
郡
上
八
幡
城
主
）
、

加
藤
貞
泰
（
黒
野
城
主
）
、
竹
中
重
門
（
菩
提
山
城

主
）
、
関
一
政
（
多
良
城
主
）
ら
の
姿
が
確
認
で
き

ま
す
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
美
濃
国
に
領
地
や
深

い
ゆ
か
り
を
も
つ
諸
将
で
し
た
。

　
彼
ら
は
、
美
濃
の
盟
主
で
あ
る
織
田
秀
信
が
西

軍
に
付
い
た
た
め
、
去
就
を
共
に
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
八
月
二
十
三
日
に
は
、
織
田
秀

信
は
東
軍
に
降
伏
し
た
た
め
、
犬
山
城
は
東
軍
の

勢
力
下
に
浮
島
の
よ
う
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
犬
山
城
に
籠
城
し

た
諸
将
は
東
軍
と
の
間
で
、
徳
川
家
臣
団

や
有
力
商
人
を
介
し
た
交
渉
を
重
ね
、
結

果
的
に
は
無
血
開
城
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
川
光
吉
は
関
ヶ
原
本
戦
も

西
軍
と
し
て
戦
い
、
改
易
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
諸
将
は
、
東
軍
と
し
て
関
ヶ
原

本
戦
を
戦
い
、
本
領
を
安
堵
な
い
し
加
増

転
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
の
立
地
や
タ
イ

ミ
ン
グ
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
後

展
開
す
る
大
垣
城
の
戦
い
に
比
べ
平
和
裏

の
開
城
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

六
． 

池
田
輝
政
の
選
択

　
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
三
河
吉
田
城
主

池
田
輝
政
（
元
岐
阜
城
主
・
妻
は
家
康
次

女
督
姫
）
に
対
し
て
、
徳
川
家
康
か
ら
美

濃
ま
た
は
播
磨
へ
の
加
増
転
封
の
打
診
が

あ
り
ま
し
た
。

　
家
臣
の
多
く
が
旧
領
美
濃
へ
の
凱
旋
を

期
す
る
中
、
家
老
伊
木
忠
次
は 

「
播
磨
は

交
通
の
要
衝
で
永
代
の
基
業
を
成
す
大

上
々
国
で
あ
る
。
美
濃
も
交
通
の
要
衝
で

肥
沃
で
は
あ
る
が
東
西
の
戦
場
に
な
り
や

す
く
関
東
に
制
せ
ら
れ
や
す
い
の
で
末
代
ま
で
の

発
展
は
望
め
な
い
」 

と
主
張
、
輝
政
も
こ
の
主
張
を

容
れ
て
播
磨
を
選
ん
だ
と
さ
れ
ま
す
。（
『
池
田
家
履

歴
略
記
』
）

　
こ
の
当
時
、
大
坂
城
で
は
豊
臣
秀
吉
の
遺
児
秀

頼
が
健
在
で
あ
り
、
徳
川
氏
と
の
間
の
緊
張
関
係

も
高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

考
え
る
と
、
伊
木
忠
次
の
地
政
学
的
な
指
摘
は
的

を
射
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
輝
政
は
そ
の
地
に
天

下
の
名
城
姫
路
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

　
歴
史
に
if
は
禁
物
で
す
が
、
も
し
池
田
輝
政
が
、

美
濃
の
地
を
領
地
と
し
て
い
た
ら
、
白
鷺
城
は
木

曽
川
水
系
に
臨
む
岐
阜
の
地
に
築
か
れ
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
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史
』 

史
料
編 

古
代
・
中
世

一
九
八
四
年
　
各
務
原
市

『
各
務
原
市
史
』 

通
史
編 

自
然
・
原
始
・
古
代
・
中
世

一
九
八
六
年
　
各
務
原
市

『
中
世
の
東
海
道
を
ゆ
く
』
　
二
〇
〇
八
年 

　

中
公
新
書
　
榎
原
雅
治

『
関
ヶ
原 

～
天
下
分
け
目
の
合
戦
と
美
濃
～
』

二
〇
一
七
年
　
岐
阜
県
博
物
館

「
濃
州
関
ヶ
原
合
戦
の
展
開―

福
束
城
の
戦
い
と

　
　
　
　
　
丸
毛
氏―

」 

二
〇
一
八
年
　
山
田
昭
彦 

『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』 

第
三
八
号

「
濃
州
関
ヶ
原
合
戦
と
犬
山
城
」 

二
〇
二
一
年
　
山
田
昭
彦 

『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』 

第
四
一
号 

「
承
久
の
乱
と
木
曽 

慈
光
寺
本 

『
承
久
記
』
に

　
　
　
　
登
場
す
る
「
阿
井
渡
」
の
所
在
に
つ
い
て
」 

二
〇
二
一
年
　
川
合
俊
　
「K

I
S
S
O

」vo
l
.
1
1
7

長良川と金華山に建つ岐阜城、慶長五年の落城とともに廃城

〈提供：岐阜市役所ぎふ魅力づくり推進部文化財保護課〉

こ
れ

よ
し

ま

め
　
ど

じ
き

す
の
ま
た

ひ
ろ
　
の
　
が
わ

ふ
く
　
つ
か

ま
え
　
ど
　

ふ
　
ど
う
さ
ん

け
い

ち
ょ
う

と
　
か

ご
う
　
ど

な
が
ま
さ

ひ
で
も
と

き
っ
か
わ
　ひ
ろ
　い
え

あ
ん
　こ
く
　
じ
　
　え 

け
い

な 

つ
か
ま
さ
い
え

よ
し

な
が

ひ
と
つ

や
な
ぎ

な
お
も
り

も
　
か
ね
と
し

ま
る

た
け
み
つ
た
だ
む
ね

か
ず
と
よ

た
だ
う
じ

さ
だ

み
ち

の
り

み
ち

し
げ

か
ど

と
く
ひ
め

木曽川と犬山城　右（左岸）が尾張、左（右岸）が美濃

大垣城
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い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
地
で
大
き
な
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
美
濃
は
、
後
鳥
羽
院
の
分

国
で
あ
っ
た
た
め
東
濃
の
遠
山
氏
、
郡
上
の
鷲
見

氏
な
ど
を
除
き
、
美
濃
国
守
護
大
内
惟
義
を
は
じ

め
と
す
る
大
半
の
武
士
や
山
田
重
忠
な
ど
尾
張
の

武
士
の
一
部
も
、
京
方
に
味
方
す
る
こ
と
に
な
り
、

木
曽
川
水
系
右
岸
に
布
陣
し
ま
し
た
。

　
戦
い
は
六
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
木
曽
川

水
系
の
各
地
（
大
井
戸
・
鵜
沼
・
板
橋
・
池
瀬
・
摩

免
戸
・
食
・
洲
俣
・
市
脇
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
院

方
の
戦
線
の
不
統
一
が
目
立
つ
な
か
、
在
地
の
武

士
は
奮
戦
し
ま
し
た
が
、
鎌
倉
方
の
圧
倒
的
な
兵
力

の
前
に
す
べ
て
敗
れ
ま
し
た
。
特
に
、
食
・
洲
俣

の
二
カ
所
は
現
在
の
木
曽
川
で
は
な
く
、
か
つ
て

の
広
野
川
（
現
在
の
境
川
）
の
流
域
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
戦
い
は
旧
木
曽
川
河
道
を
挟
ん
で
の

戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
務
原
市
の
矢
熊
山
（
前
渡
不
動
山
）
に

は
承
久
の
乱
合
戦
供
養
塔
（
市
史
跡
）
が
祀
ら
れ
て

お
り
、
地
元
の
人
々
の
戦
死
者
へ
の
思
い
が
今
日

ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
． 

濃
州
関
ヶ
原
合
戦

　
　―

福
束
城
の
戦
い―

　
関
ヶ
原
の
戦
い
と
い
う
と
、
慶

長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
九
月
十
五
日

美
濃
国
不
破
郡
関
ヶ
原
の
地
に
お

い
て
、
わ
ず
か
一
日
で
決
着
が
着

い
た
戦
い
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、

実
は
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
お
よ
そ

一
カ
月
に
わ
た
り
、
美
濃
の
各
地

で
は
断
続
的
な
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
八
月
十
六
日
福
束

城
の
戦
い
、
二
十
二
日
木
曽
川
の

渡
河
戦
と
米
野
の
戦
い
、
竹
ヶ
鼻

城
の
戦
い
、
二
十
三
日
岐
阜
城
の

戦
い
、
河
渡
川
の
戦
い
、
九
月
一

～
四
日
の
郡
上
合
戦
、
九
月
十
四

日
の
杭
瀬
川
の
戦
い
と
続
き
、
最

終
的
に
関
ヶ
原
合
戦
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
一
連
の

濃
州
関
ヶ
原
合
戦
が
展
開
し
た
の

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
い
に
つ
い

て
、
東
西
両
軍
の
立
場
か
ら
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
先
ず
、
石
田
三
成
ら
を
中
心
と

す
る
西
軍
は
慶
長
五
年
八
月
初
頭

に
は
美
濃
を
押
さ
え
、
尾
張
へ
の

進
出
を
図
り
ま
す
が
失
敗
し
た
た

め
、
木
曽
水
系
を
防
衛
線
と
す
る

プ
ラ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
東
か
ら

犬
山
城
、
岐
阜
城
、
竹
ヶ
鼻
城
（
羽
島
市
）
、
福
束
城

（
輪
之
内
町
）
、
大
垣
城
が
並
び
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
徳
川
家
康
を
盟
主
と
す
る
東
軍

は
、
福
島
正
則
・
池
田
輝
政
ら
が
率
い
る
上
方
へ
の

先
遣
部
隊
が
尾
張
に
到
着
し
ま
す
が
、
徳
川
家
康
は

江
戸
に
留
ま
り
、
清
須
城
主
福
島
正
則
と
美
濃
松
ノ

木
城
主
徳
永
寿
昌
（
法
印
）
に
対
し
て
一
刻
も
早
く 

「
道
を
明
け
る
こ
と
」（
八
月
五
日
付 

「
其
道
筋
御
明

候
事
専
一
候
」
・
八
月
十
日
付 

「
道
御
明
候
様
専
一

候
」
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
家
康
書
状
）
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
近
江
を
経
て
上
方
に
向
か
う
、

後
の
中
山
道
に
相
当
す
る
大
動
脈
と
そ
の
周
辺
は
、

西
軍
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
伊
勢
路
に
つ
い
て
も
、
八
月
初
め
に
は
、
家

康
は
船
を
利
用
し
た
伊
勢
と
の
海
上
交
通
の
確
保

を
図
り
ま
す
が
、
五
日
に
は
毛
利
秀
元
、

吉
川
広
家
、
安
国
寺
恵
瓊
、
長
束
正
家
ら

の
い
わ
ゆ
る
西
軍
が
伊
勢
に
展
開
し
た
た

め
上
方
へ
の
交
通
、
連
絡
は
よ
り
一
層
困

難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
上
方
と
の
遮
断
は
、
信
濃
の

中
山
道
を
上
方
へ
と
向
か
う
徳
川
秀
忠
に

と
っ
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
り
、
秀
忠
は

八
月
十
三
日
、
尾
張
国
に
在
陣
す
る
浅
野

幸
長
、
一
柳
直
盛
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ 

「
然
者
上
方
之
様
子
如
何
、
承
度
存
候
」 

と
上
方
の
様
子
を
尋
ね
て
い
ま
す
（
徳
川

秀
忠
書
状
写
）
。
中
山
道
を
西
上
す
る
徳

川
秀
忠
も
同
様
に
、
西
軍
に
よ
っ
て
東
西

の
分
断
が
進
む
中
、
上
方
の
状
況
が
把
握

で
き
な
い
苦
境
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
東
西
激
突
の
嚆
矢
を

飾
っ
た
戦
い
が
、
福
束
城
の
戦
い
で
し

た
。
こ
の
戦
い
は
、
八
月
十
九
日
に
清
須

城
で
開
催
さ
れ
た
東
軍
の
軍
議
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
合
戦
に
先
立
ち
、
福
束
城
主
丸

毛
兼
利
は
東
軍
の
福
島
正
則
ら
の
誘
い
を
断
り
、
石

田
三
成
ら
の
西
軍
に
加
わ
り
ま
し
た
。
八
月
十
六
日
、

大
藪
村
、
大
榑
村
に
援
軍
の
大
垣
城
主
伊
藤
彦
兵
衛

尉
（
盛
正
）
、
長
松
城
主
武
光
棟
忠
ら
と
と
も
に
陣
を

敷
き
、
東
軍
今
尾
城
主
市
橋
長
勝
、
松
ノ
木
城
主
徳

永
寿
昌
の
軍
と
大
榑
川
を
挟
ん
で
対
峙
し
ま
し
た
が
、

夜
に
な
っ
て
市
橋
軍
の
一
部
が
福
束
領
内
に
侵
入
、

放
火
し
た
た
め
西
軍
の
援
軍
が
退
却
、
翌
十
七
日
に

は
丸
毛
軍
も
耐
え
き
れ
ず
福
束
城
を
捨
て
大
垣
城
に

退
き
ま
し
た
。

　
こ
の
福
束
城
合
戦
は
、
西
軍
が
構
築
し
た
木
曽
三

川
を
要
害
と
す
る
防
御
態
勢
や
東
西
を
分
断
し
た
情

報
統
制
に
対
し
て
、
風
穴
を
開
け
る
上
で
大 

き
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る

と
、
規
模
こ
そ
小
さ
い
の
で
す
が
、
木
曽
川
渡
河
戦

に
先
行
す
る
形
で
こ
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
意
義
が
確

認
で
き
ま
す
。

四
． 

濃
州
関
ヶ
原
合
戦

　
　―

米
野
の
戦
い
・
竹
ヶ
鼻
城

　
　
の
戦
い―

　
東
海
道
を
上
っ
た
い
わ
ゆ
る
東
軍
の
先
遣
隊
は
、

八
月
中
旬
福
島
正
則
の
居
城
、
清
須
城
に
集
結
し
ま

す
。
そ
の
後
、
福
束
城
の
合
戦
を
経
て
、
家
康
の
使

者
村
越
直
吉
を
交
え
た
軍
議
の
結
果
本
格
的
な
美
濃

攻
略
に
向
か
う
こ
と
が
決
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
諸

将
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
隊

は
、
三
河
吉
田
城
主
池
田
輝
政
を
中
心
と
し
、
浅
野

幸
長
、
山
内
一
豊
、
堀
尾
忠
氏
ら
、
小
田
原
合
戦
後

に
駿
河
・
遠
江
の
徳
川
旧
領
に
配
置
さ
れ
た
諸
将

が
、
二
十
二
日
岐
阜
城
主
織
田
秀
信
と
戦
い
（
木
曽

川
渡
河
の
戦
い
・
米
野
の
戦
い
）
ま
し
た
。
も
う
一

隊
は
福
島
正
則
を
中
心
と
し
て
、
加
藤
嘉
明
、
藤
堂

高
虎
ら
西
国
か
ら
東
軍
に
加
わ
っ
た
諸
将
が
、
同
二

十
二
日
西
軍
の
拠
点
の
一
つ
で
、
杉
浦
重
勝
を
城
主

と
す
る
竹
ヶ
鼻
城
を
攻
略
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
織
田
秀
信
は
岐
阜
城
に
籠
城
す
る
戦
法

を
取
ら
ず
、
国
境
の
木
曽
川
境
で
東
軍
を
迎
え
撃
つ

作
戦
を
取
り
ま
し
た
。
後
年
の
軍
記
に
は
「
若
年
の

秀
信
は
、
老
臣
の
唱
え
る
籠
城
策
を
と
ら
ず
押
し
出

し
た
た
め
滅
亡
に
至
っ
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま

す
が
、
東
軍
の
先
遣
隊
が
岐
阜
城
に
集
中
す
る
中
、

か
つ
て
斎
藤
道
三
が
尾
張
・
織
田
信
秀
と
の
間
で
繰

り
広
げ
た
局
地
戦
と
は
戦
い
の
ス
ケ
ー
ル
が
全
く
違

い
、
籠
城
に
よ
る
戦
局
打
開
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
織
田
秀
信
が
と
っ
た
戦
術
も
西
軍
の

大
規
模
な
援
軍
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
木
曽
川
の

渡
河
戦
か
ら
わ
ず
か
一
日
で
秀
信
は
降
伏
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
西
軍
の
木
曽
川
水
系
を
防
衛
線
と
す
る

プ
ラ
ン
は
、
十
分
な
支
援
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
戦
い

の
舞
台
は
西
美
濃
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
岐
阜
城
主
織
田
秀
信
は
、
尾
張
を
経
て
高
野
山
へ

と
送
ら
れ
間
も
な
く
病
死
、
信
長―

信
忠―

秀
信
と
続

く
織
田
家
正
嫡
の
系
譜
は
絶
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

五
． 

関
ヶ
原
合
戦

　
　―

犬
山
城
を
め
ぐ
る
攻
防―

　
慶
長
五
年
八
月
上
旬
、
尾
張
国
丹
羽
郡
犬
山
城

に
は
西
軍
の
諸
将
が
籠
城
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
木
曽
川
筋
で
の
防
衛
線
を
西
軍
が
意
図
し
た

と
す
れ
ば
、
一
点
大
き
な
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
そ

れ
は
、
犬
山
城
が
木
曽
川
左
岸
に
あ
り
、
尾
張
国

で
唯
一
の
西
軍
拠
点
に
な
る
こ
と
で
す
。
即
ち
木

曽
川
で
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
濃
側
か
ら

の
後
巻
（
援
軍
）
は
困
難
な
位
置
に
お
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
作
戦
が
取
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
西
軍

は
尾
張
へ
の
調
略
や
織
田
秀
信
等
の
尾
張
北
部
へ
の

進
出
な
ど
、
尾
張
側
へ
の
展
開
を
考
え
て
お
り
、

そ
れ
が
実
現
し
た
際
に
は
、
犬
山
城
の
存
在
は
大

き
な
一
手
と
な
る
は
ず
で
し
た
。
犬
山
城
主
石
川

光
吉
（
貞
清
）
の
も
と
に
加
勢
し
た
諸
将
と
し
て

は
、
稲
葉
貞
通
・
典
通
親
子
（
郡
上
八
幡
城
主
）
、

加
藤
貞
泰
（
黒
野
城
主
）
、
竹
中
重
門
（
菩
提
山
城

主
）
、
関
一
政
（
多
良
城
主
）
ら
の
姿
が
確
認
で
き

ま
す
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
美
濃
国
に
領
地
や
深

い
ゆ
か
り
を
も
つ
諸
将
で
し
た
。

　
彼
ら
は
、
美
濃
の
盟
主
で
あ
る
織
田
秀
信
が
西

軍
に
付
い
た
た
め
、
去
就
を
共
に
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
八
月
二
十
三
日
に
は
、
織
田
秀

信
は
東
軍
に
降
伏
し
た
た
め
、
犬
山
城
は
東
軍
の

勢
力
下
に
浮
島
の
よ
う
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
犬
山
城
に
籠
城
し

た
諸
将
は
東
軍
と
の
間
で
、
徳
川
家
臣
団

や
有
力
商
人
を
介
し
た
交
渉
を
重
ね
、
結

果
的
に
は
無
血
開
城
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
川
光
吉
は
関
ヶ
原
本
戦
も

西
軍
と
し
て
戦
い
、
改
易
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
諸
将
は
、
東
軍
と
し
て
関
ヶ
原

本
戦
を
戦
い
、
本
領
を
安
堵
な
い
し
加
増

転
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
の
立
地
や
タ
イ

ミ
ン
グ
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
後

展
開
す
る
大
垣
城
の
戦
い
に
比
べ
平
和
裏

の
開
城
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

六
． 

池
田
輝
政
の
選
択

　
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
三
河
吉
田
城
主

池
田
輝
政
（
元
岐
阜
城
主
・
妻
は
家
康
次

女
督
姫
）
に
対
し
て
、
徳
川
家
康
か
ら
美

濃
ま
た
は
播
磨
へ
の
加
増
転
封
の
打
診
が

あ
り
ま
し
た
。

　
家
臣
の
多
く
が
旧
領
美
濃
へ
の
凱
旋
を

期
す
る
中
、
家
老
伊
木
忠
次
は 

「
播
磨
は

交
通
の
要
衝
で
永
代
の
基
業
を
成
す
大

上
々
国
で
あ
る
。
美
濃
も
交
通
の
要
衝
で

肥
沃
で
は
あ
る
が
東
西
の
戦
場
に
な
り
や

す
く
関
東
に
制
せ
ら
れ
や
す
い
の
で
末
代
ま
で
の

発
展
は
望
め
な
い
」 

と
主
張
、
輝
政
も
こ
の
主
張
を

容
れ
て
播
磨
を
選
ん
だ
と
さ
れ
ま
す
。（
『
池
田
家
履

歴
略
記
』
）

　
こ
の
当
時
、
大
坂
城
で
は
豊
臣
秀
吉
の
遺
児
秀

頼
が
健
在
で
あ
り
、
徳
川
氏
と
の
間
の
緊
張
関
係

も
高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

考
え
る
と
、
伊
木
忠
次
の
地
政
学
的
な
指
摘
は
的

を
射
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
輝
政
は
そ
の
地
に
天

下
の
名
城
姫
路
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

　
歴
史
に
if
は
禁
物
で
す
が
、
も
し
池
田
輝
政
が
、

美
濃
の
地
を
領
地
と
し
て
い
た
ら
、
白
鷺
城
は
木

曽
川
水
系
に
臨
む
岐
阜
の
地
に
築
か
れ
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
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村
間
ヶ
池
の
大
蛇
　（
郡
上
市
白
鳥
）

む
ら

ま

　
江
戸
時
代
、
前
谷
か
ら
石
徹
白
に
通
じ
る
道
の
登
り
口
に
番
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
番
所
に
勤
め
る
役
人
の
子
が
、
た
わ
む
れ
に
東
前
谷
の
山
上
に
あ
る
村
間
ヶ
池

に
鎌
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
穏
や
か
に
晴
れ
て
い
た
空
に
、
黒
い
雲
が
に
わ
か
に
湧
き
で
て

あ
た
り
が
暗
く
な
り
ま
し
た
。
冷
た
い
風
が
狂
っ
た
よ
う
に
吹
き
荒
れ
、
す
さ
ま
じ
い
雨

が
地
面
を
叩
き
ま
し
た
。

　
天
地
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
嵐
に
、

村
人
た
ち
は
恐
れ
お
の
の
い
て
、
狼
狽
す
る

ば
か
り
。

　
こ
の
時
、
奥
明
方
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た

農
夫
が
、
猛
然
と
池
に
飛
び
込
み
、
子
ど
も

が
投
げ
込
ん
だ
鎌
を
池
の
底
か
ら
拾
い
あ
げ

ま
し
た
。

　
男
が
池
か
ら
あ
が
っ
た
と
き
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
荒
天
が
嘘
の
よ
う
に
お
さ
ま
り
、

澄
み
き
っ
た
青
空
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
村
の
人
た
ち
は
、
村
間
ヶ
池

に
鉄
類
を
投
げ
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
戒
め
を
守
り
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
池
は
旱
ば
つ
で
も
涸
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
水
源
が
わ
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
、

ま
た
、
大
蛇
が
棲
み
つ
い
て
い
て
「
蛇
枕
」
と
い
う
も
の
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
と

い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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『長良川源流』〈提供：一般社団法人　郡上市観光連盟〉
　　郡上踊りで知られる郡上市は、長良川をはじめ24本もの一級河川が流れており、現在は「アウトドアの聖地」と称されるほどラフ
　ティングやシャワークライミングなどのリバーアクティビティが充実し、訪れる人々に新たな魅力を提供しています。

船ちゃんのこぼれ話 第十話

「日本人の手に合わせた赤煉瓦　その２」
　明治初期は、それぞれの建築物専用に煉瓦は焼かれていましたが、明治21（1888）年、渋沢栄一らにより設立された近代的煉瓦製造工場（日本

煉瓦製造株式会社）の操業を皮切りに、煉瓦は大量生産の時代に突入していきます。それに伴い、規格の標準化が行われていきました。

　明治38（1905）年の時点で、煉瓦の規格は、関東地区は東京形の1つに集約し、関西地区も5つ（表1）あるものの、生産量（明治37年）は東京

形が74％を占め、全国的に東京形に規格を統一すべきだ主張されています。

　大正10（1921）年、政府主導による調査会において、すでに標準型となっている東京形を基準として、従事する女性の手の大きさに合わせて

少し幅を小さくし、さらにメートル法に統一する法改正を目前に控えていたためメートル法で端数の無い寸法とした規格が決定されました。具体

的には、まず幅（３寸6分）をメートル法に換算して（10.9㎝）端数を切り捨て→幅10㎝、長さは、幅10㎝の２倍＋目地1㎝→長さ21㎝、厚み

は２寸＝6.06㎝→6㎝です。これが大正１４（1925）年にJES規格に採用され、現

在のJIS規格にも受け継がれています。

　船頭平閘門の煉瓦の寸法（222×106×56ｍｍ）を、上記の規格やいくつかの当時に

発行された土木書（表2）に照らしてみると、ズバリではありませんが近い寸法が「公式

工師必携」にありました。これは、日本初の土木工学バンドブックで、琵琶湖疎水の設

計者が、現場の作業者を指導する中で

まとめた本です。

　その著者は、船頭平閘門の設計者の

青木良三郎さんが、大学時代に学んだ

田辺朔朗先生なのです。これには、何

か繋がりがありそうな気がしますね。

表１　煉瓦の形状に就いて（大高庄右衛門（明治38年）より作成）
規格名 長(mm) 幅(mm) 厚(mm)

並形 224（7寸4分） 106（3寸5分） 53（1寸7分5厘）
東京形 227（7寸5分） 109（3寸6分） 61（2寸）
作業局形 227（7寸5分） 109（3寸6分） 56（1寸8分5厘）
山陽新形 218（7寸2分） 105（3寸4分5厘） 52（1寸7分）
山陽形 227（7寸5分） 108（3寸5分5厘） 70（2寸3分）

（※表内の数字は、㎜換算した後、小数点以下四捨五入。）

表２　当時の土木書における煉瓦の寸法
書籍名（発行年） 長(mm) 幅(mm) 厚(mm)

公式工師必携（M21） 221（7寸3分）～236（7寸8分） 108（3寸5分5厘）～115（3寸8分） 55（1寸8分）～61（2寸）
土木工事仕様設計実例（M35） 229（9吋） 114（4吋半） 57（2吋4分ノ1）
土木施工法（M45） 227（7寸5分） 109（3寸6分） 東京61（2寸）

大坂52（1寸7分）
山陽45（1寸5分）

（※表内の数字は、㎜換算した後、小数点以下四捨五入。）


